
京町音頭流し「宵乃舞」
　６月６日・７日の両日、相川地区で「宵乃舞」が開催さ
れました。
　鉱山町の町並みを残す相川大工町から京町通り、そ
して佐渡奉行所まで、島内外から21団体、約500人の
踊り手たちがぼんぼりの淡い灯りに照らされながら、相
川音頭の優雅な踊りを披露しました。
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2015スポニチ佐渡ロングライド210
　５月17日㈰、佐渡を代表するスポーツイベントのひとつ
「2015スポニチ佐渡ロングライド210」が開催されました。
　今年で記念すべき10回目を迎え、１日開催で日本最大規
模のロングライドイベントとしてすっかり定着した今大会
には、過去最多の3,244人が参加し、佐渡の雄大な自然の
中を駆け巡りました。
　参加者たちは、午前５時30分、佐和田地区の河原田小
学校グラウンド前を順次スタートし、佐渡の海岸線を時計
回りに一周する210キロ、島の北半分の大佐渡を一周する
130キロ、島の北側を両津まで走る100キロ、相川で佐渡
金山観光と島のグルメを楽しむ40キロの４つのコースを、
それぞれのペースで走り抜けました。
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佐
渡
市
東
京
事
務
所
開
設
10
周
年
記
念
式
典

　

５
月
20
日
㈬
、
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス

パ
ス
で
、
佐
渡
市
東
京
事
務
所
開
設
10
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
首
都
圏
佐
渡
連

合
会
、
各
郷
土
会
な
ど
か
ら
約
70
人
が
参

加
し
、
節
目
と
な
る
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　

佐
渡
市
東
京
事
務
所
は
、
佐
渡
市
の
観

光
、
文
化
芸
能
、
産
業
振
興
等
に
関
し
て

首
都
圏
へ
の
情
報
発
信
と
情
報
収
集
の
充

実
を
図
る
た
め
、
平
成
17
年
５
月
20
日
に

表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
２
階
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
甲
斐
市
長
が
、「
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
う
え
で
、
首

都
圏
に
お
け
る
情
報
発
信
お
よ
び
情
報
収

集
の
拠
点
と
し
て
、
東
京
事
務
所
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
。
勇
気
を
も
っ
て
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
野
洸

新
潟
県
議
会
議
員
、
佐
藤
久
雄
新
潟
県
議

会
議
員
、
髙
野
宏
一
郎
前
佐
渡
市
長
、
鈴

木
正
志
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
館
長
、

坂
田
正
通
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
長
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
開
設
功
労
者
と
し
て
、
当
時

の
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
長
と
し
て
東
京

事
務
所
開
設
に
精
励
さ
れ
た
池
田
正
雄
様

（
現
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
名
誉
会
長
）
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
独
協
大
学
外
国
語
学
部
の
鈴

木
涼
太
郎
准
教
授
か
ら
、『「
交
流
の
島
」

佐
渡
へ
の
期
待
～
佐
渡
と
女
子
大
生
の
連

携
か
ら
み
え
る
も
の
～
』
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
相
模

女
子
大
学
の
学
生
が
、
佐
渡
市
高
千
地
区

の
た
か
ち
芸
能
祭
に
参
加
し
、
地
域
住
民

と
交
流
し
た
事
例
を
紹
介
し
、
従
来
型
の

「
観
光
」
と
「
定
住
」
の
あ
い
だ
に
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
の
形
態
、「
交
流
」
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
。
鬼
太
鼓
に
限
ら
ず
佐
渡
の

豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
「
交
流
」

を
な
お
一
層
拡
大
さ
せ
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
池
田
正
雄
首
都
圏
佐
渡

連
合
会
名
誉
会
長
、
鈴
木
涼
太
郎
准
教
授
、

甲
斐
市
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
榎
谷
端
夫

東
京
事
務
所
所
長
の
司
会
で
、「
東
京
事

務
所
開
設
か
ら
今
日
、
そ
し
て
将
来
に
向

け
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
、
首
都
圏
で
の
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
の
重
要
性
を
認
識
し
、
開
設

20
周
年
を
目
指
し
、
佐
渡
市
東
京
事
務
所

が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。開設功労者

首都圏佐渡連合会
名誉会長 池田 正雄 様

2015スポニチ佐渡ロングライド210

　参加者の皆さん、お疲れさまでした。
　そして大会を支えていただいたボランティアの皆さん、
沿道からあたたかい声援を送っていただいた市民の皆
さん、ありがとうございました。

　この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。

佐渡市スポーツ協会が発足
　５月 30 日㈯、佐渡市で市民のスポーツ活動
の振興を目的に活動している「佐渡市体育協会」
と「一般財団法人 佐渡市スポーツ振興財団」が
統合し、新たに「一般財団法人 佐渡市スポーツ
協会」が発足しました。
　今まで別々に活動していた組織の統合により、
更なる組織強化を図り、市民のスポーツ活動の
振興、活性化および競技力の向上を目指すとと
もに、交流人口の増加により佐渡市の活性化を
図ることが期待されます。
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第
２
次
佐
渡
市
男
女
共
同
参
画
計
画　

　

～一人
ひ
と
り
が「
自
分
ら
し
く
」輝
け
る
島
へ
～
を
策
定
し
ま
し
た
③

　

前
号
に
引
き
続
き
、今
回
は
基
本
目
標
Ⅲ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

基�

本
目
標
Ⅲ　
男
女
共
同
参
画
が
確
保

さ
れ
る
労
働
環
境
づ
く
り

　

男
女
が
共
に
働

き
や
す
い
労
働
環

境
を
つ
く
る
こ
と

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
※
）

の
推
進
や
生
活
し

や
す
い
環
境
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
大
変
重
要

な
こ
と
で
す
。

　

男
女
は
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法

に
よ
り
法
律
や
制

度
上
で
は
平
等
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
採
用
や

昇
進
な
ど
で
男
女

差
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
人
が
多
い

た
め
、
男
女
均
等
な

労
働
環
境
の
整
備

を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
価

値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様

な
働
き
方
の
実
現
の
た
め
、
個
人
の
能
力

に
応
じ
て
起
業
や
再
就
職
等
が
目
指
せ
る

よ
う
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
の
自
営
業

に
お
い
て
は
、
男
女
が
共
に
経
営
上
の
対

等
な
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」と
訳
さ
れ
ま
す
。仕
事

と
家
庭
・
育
児
、近
隣
と
の
付
き
合
い
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、や
り
が
い
や
充
実
感
を

感
じ
な
が
ら
働
き
、仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、家
庭
や
地
域
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
多

様
な
生
き
方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。

1�

就
業
機
会
の
均
等
と
労
働
環
境
の
条
件

整
備

⑴　

行
政
の
役
割

　

�　

均
等
な
就
業
機
会
と
待
遇
確
保
に
よ

る
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
推
進

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

事
業
所
で
は
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
を
遵
守
し
、
採
用
、
研
修
や
昇

進
な
ど
で
男
女
格
差
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

②�　

事
業
所
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

許
さ
な
い
職
場
環
境
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

2�

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
・
地
域
活
動
の

両
立
の
た
め
の
就
業
環
境
整
備

⑴　

行
政
の
役
割

　

�　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
普

及
・
啓
発

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

男
女
が
協
力
し
て
、仕
事
と
家
庭
・

地
域
活
動
を
両
立
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

②�　

男
女
が
共
に
育
児
・
介
護
休
業
制

度
を
利
用
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

③�　

事
業
所
で
は
、
女
性
が
結
婚
や
出

産
し
て
一
度
仕
事
を
辞
め
て
も
職
場

復
帰
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

3�

農
林
水
産
業
・
商
工
業
等
自
営
業
の
男

女
共
同
参
画
の
確
立

⑴　

行
政
の
役
割

　

・�
農
林
水
産
業
に
お
け
る
女
性
の
経
営

参
画
の
促
進

　

・�

商
工
業
等
自
営
業
に
お
け
る
女
性
の

経
営
参
画
の
促
進

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

①�　

経
営
方
針
、
報
酬
や
労
働
時
間
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
合
政
策
課
人
口
減
少
対
策
室

　

☎
63
―
３
８
０
２

佐
渡
市
児
童
虐
待
防
止
研
修
会

「
今
、佐
渡
の
親
子
に
起
こ
っ
て
い
る

こ
と　

パ
ー
ト
１
」を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、地
域
の
人
達
が
児
童
虐
待

に
対
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、親

子
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
、「
児
童
虐
待
防
止
研
修
会
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、乳
幼
児
の
保
育
ル
ー
ム
の

他
に
、小
中
学
生
が
外
遊
び
や
勉
強
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
お
子
さ
ま
連
れ
で
お
出
で

く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
お
子
さ
ま
連
れ

の
場
合
は
、あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。）

日
時　
８
月
４
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
ト
キ
の
む
ら
元
気
館

講
師　
新
潟
県
立
大
学
准
教
授

　
　
　
　

小
池　

由
佳
さ
ん

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

５
名

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課

　

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
81
―
１
３
１
０

指標 算出方法等 現状
（平成25年度）

目標
（平成31年度）

ワーク・ライフ・バランスについて
「内容を知っている」人の割合 市民意識調査 9.8％ 増加

「共に仕事をし、共に家庭を守るべ
き」と考える人の割合 市民意識調査 90.8％ 増加
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
　
試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ 

２
０
１
５
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ　
２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ　
第
８
節�

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟　
対　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

日
時　
８
月
22
日
㈯

　
　
　

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

会
場　

�

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・
Ｅ
ス
タ
ン
ド
自

由
席
の
み
）

応
募
条
件　
佐
渡
市
在
住
者

募
集
人
数　
５
０
０
人

応
募
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面
に
、①
８
月

22
日
広
島
、②
住
所
、③
氏
名
・
年
齢
、④

電
話
番
号
、⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
お
持
ち

の
方
）、⑥
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数（
２
枚

ま
で
）、⑦
後
援
会
資
料
請
求（
す
る
・
し

な
い
）を
記
載
し
、返
信
用
表
面
に
返
信
先

（
ご
自
分
）の
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、

宛
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ご
招
待
券
の
お
申
し
込
み
は「
自
由
席
２
枚
ま

で
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。３
枚
以
上
ご
希

望
の
場
合
、優
待
価
格（
大
人
１
６
０
０
円
・
小

中
高
５
０
０
円
）に
て
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
で
販

売
し
ま
す
。な
お
、１
枚
に
５
０
０
円
で
指
定
席

に
変
更
が
可
能
で
す
。

※�
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。応
募

は
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
有
効
で
、応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
期
限

　

８
月
７
日
㈮
必
着（
応
募
期
限
到
着
分

以
降
の
お
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。）

チ
ケ
ッ
ト
受
け
渡
し

　

ご
招
待
の
可
否
を
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す（
８
月
14
日
㈮
予
定
）。お

電
話
で
の
可
否
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
お
答
え
い
た
し
か
ね
ま
す
。ご
観
戦
い
た

だ
く
方
は
、返
信
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
上
、

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｅ

ゲ
ー
ト
前
広
場「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」で
チ

ケ
ッ
ト
と
お
引
き
換
え
後
に
ご
入
場
・
ご
観

戦
と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
９
５
０
―
０
９
５
４

　

新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１
―
10

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

　
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」係

お
問
い
合
わ
せ

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会（
村
山
）

　

☎
０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１

　

ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
公
式
サ
イ
ト
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

　

不
用
に
な
っ

た
公
用
車
を
売

却
し
ま
す
。

　

長
期
間
使
用

し
た
車
両
で
す

の
で
現
物
を
よ

く
確
認
し
て
か

ら
、
見
積
書
を

提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
見
積
書

の
受
付
期
間
中

に
、
保
管
場
所

で
車
両
外
観
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
車
両
内
部
に
つ
い
て
は
、
７
月
21
日

㈫
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
、
７
月
22

日
㈬
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
の
み
、

保
管
場
所
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
実
施
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

車
名　
三
菱

型
式　
Ｐ
Ｊ
―
Ｆ
Ｋ
６
２
Ｆ
Ｚ

形
状　
冷
蔵
冷
凍
車

保
管
場
所　
両
津
地
区
公
民
館
駐
車
場

参
加
資
格

　

20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
法
人
で
、
次

に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

③
佐
渡
市
職
員

見
積
書
の
受
付
期
間

　

７
月
13
日
㈪
～
７
月
30
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
間
の
最
終
日

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
有
効
と

し
ま
す
。

開
札
日
時
・
場
所

　

７
月
31
日
㈮

　

於　

佐
渡
市
財
務
課
庁
舎
整
備
室
内

　
　
　
（
非
公
開
）

物
品
の
引
渡
し
方
法
・
日
時

　

見
積
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
た

売
買
代
金
を
納
入
後
、
現
状
で
の
引
渡
し

と
し
、
７
月
31
日
㈮
か
ら
８
月
14
日
㈮
ま

で
の
間
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
要
領
配
布
・
見
積
書
受
付
窓
口

○
市
役
所
財
務
課
庁
舎
整
備
室
管
財
係

　
（
本
庁
舎
３
階
）（
配
布
・
受
付
）

　
　
　

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　
　
　

佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

○
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
実
施
要
領
の
配
布
の
み
）

※�

実
施
要
領
は
、佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

○
入
札
事
務
に
関
す
る
こ
と

　

市
役
所
財
務
課
庁
舎
整
備
室
管
財
係

　

☎
63
―
３
１
１
４

○
車
両
に
関
す
る
こ
と

　

市
役
所
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係

　

☎
63
―
３
７
６
１

写真提供：株式会社アルビレックス新潟
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平成27年度　佐渡市職員採用試験のお知らせ
　佐渡市職員採用試験を次により行います。
１ 職種、受験資格、採用予定人員

職種 受験資格 採用予定人員

一般事務

昭和60年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた方（受験資格を証する書類、学校等の卒
業見込証明書等の提出は不要です。） ４人程度

身体障害者手帳の交付を受けている方で次の①から③までの条件をすべて満たす方
①活字印刷文による出題に対応できる方
②昭和50年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた方
③�介助者なしで通常の業務を遂行し、通常の勤務時間（１日あたり７時間45分、週あたり38時間45

分）に対応できる方

１人程度

一般事務(精神
保健福祉士)

昭和60年４月２日以降に生まれた方で、精神保健福祉士の資格を有する方または平成27年度に実
施される資格試験により精神保健福祉士の資格を取得する見込みの方 １人程度

一般事務
（社会福祉士）

昭和60年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の資格を有する方または平成27年度に実施さ
れる資格試験により社会福祉士の資格を取得する見込みの方 １人程度

保健師（行政） 昭和60年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方または平成27年度に実施される
資格試験により保健師の資格を取得する見込みの方 １人程度

文化財保護
技師（建造物）

昭和50年４月２日以降に生まれた方で、専門学校もしくは大学または大学院（以下「大学等」）で建
築史、建築学または建築保存学に関する分野を履修し、卒業した方または卒業見込みの方で、次の
①または②に該当する方
①文化財建造物保存の調査または保存修理業務の経験（大学等による実習を含む。）がある方
②建築士の資格を有する方または平成28年３月31日までに資格を取得する見込みの方

２人程度

ジオパーク
学芸員

（岩石学）

昭和50年４月２日以降に生まれた方で、次の①および②に該当する方
①�大学（短大は除く）もしくは大学院で地質学（特に岩石学）に関する分野を履修し卒業した方または

卒業見込みの方
②学芸員の資格を有する方または平成28年３月31日までに資格を取得する見込みの方

１人程度

消防
（消防士または
救急救命士）

昭和60年４月２日以降に生まれた方で、次の①から③のいずれかに該当する方
①普通自動車以上の運転免許を有する方または平成29年３月31日までに取得する見込みの方
②�救急救命士の資格を有する方で普通自動車以上の運転免許を有する方（運転免許については平

成29年３月31日までに取得する見込みの方も受験可能）
③�平成27年度に実施される資格試験により救急救命士の資格を取得する見込みの方で普通自動

車以上の運転免許を有する方（運転免許については平成29年３月31日までに取得する見込みの
方も受験可能）

５人程度

◎ 次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　・日本の国籍を有しない人　・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む。）
　・禁錮 ( こ ) 以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・佐渡市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法もしくはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党そ

の他の団体を結成し、またはこれに加入した人
※採用予定人員は変更になることがあります。また、受験申し込みは病院職員採用職種を含め１職種に限ります。

２ 試験の方法
⑴ 第１次試験
試験種別 該当職種 内容

教養試験
一般事務（身体障がい者、精神
保健福祉士、学芸員含む）、消防

（消防士または救急救命士）

一般的知識および知能について、高等学校卒業程度で択一式による筆記試験を行いま
す。（社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理お
よび資料解釈に関する一般知能）

専門試験

一般事務（社会福祉士） 社会福祉に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（社会福祉概論（社
会保障および介護を含む。）、社会学概論、心理学概論）

文化財保護技師
（建造物）

建築に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（数学・物理、構造力学、
材料学、環境原論、建築史、建築構造、建築計画（都市計画、建築法規を含む）、建築設備
および建築施工）

保健師（行政） 看護、保健福祉に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（公衆衛生看
護学、疫学・保健統計および保健医療福祉行政論）

作文等試験 全職種 課題の理解力、思考力および表現力等について、筆記試験（学芸員は小論文）を行います。

適性検査
消防（消防士または救急
救命士）を除く全職種

事務適性検査 事務の作業能力について、正確さ、迅速さ等の検査を行います。
一般性格診断検査 公務員に求められる資質に関し、性格傾向について検査を行います。

消防（消防士または救急
救命士） 消防適性検査 消防職員としての適応性を性格的な面および認知能力（機器運用技能

等の基礎）の面から検査を行います。
⑵  第２次試験（全職種）　第１次試験の合格者に対して面接試験を行います（消防（消防士または救急救命士）

については、面接試験に加え体力試験を行います。）。なお、受験者の適性を把握するため、面接試験につい
ては複数回実施する場合があります。

職員採用試験のお知らせ
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３ 
試
験
の
日
時
、
場
所

⑴ 
第
１
次
試
験　

９
月
20
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
～

　

開
始　

午
前
８
時
30
分
～
（
予
定
）

　

会
場　

�

佐
渡
市
消
防
本
部
庁
舎
（
防
災

セ
ン
タ
ー
）（
予
定
）

　
　
　
　

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
り

⑵� 

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
か
ら
11
月

下
旬
ま
で
の
間

　

�　

日
時
、
試
験
会
場
は
第
１
次
試
験
の

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

４ 

受
験
申
込
書
の
請
求

　

受
験
申
込
書
は
、
市
役
所
総
務
課
人
事

係
、
各
支
所
市
民
課
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
佐

渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
○
○
（
試
験
職
種
）

請
求
」
と
朱
書
し
、
１
２
０
円
切
手
（
速

達
を
希
望
す
る
場
合
は
速
達
料
金
分
の
切

手
を
加
え
る
こ
と
。）
を
同
封
し
、
総
務

課
人
事
係
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

５ 

申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚

を
貼
り
、
他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
受
験
資
格
を

証
明
す
る
書
類
（
免
許
証
、
資
格
証
書
、

合
格
証
明
書
等
）
の
写
し
、
資
格
取
得
見

込
の
場
合
は
、
資
格
試
験
の
受
験
要
件
を

証
明
す
る
書
類
（
学
校
等
の
卒
業
見
込
証

明
書
、
修
業
見
込
証
明
書
、
成
績
証
明
書

等
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
一

般
事
務
を
受
験
さ
れ
る
場
合
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
試
験
時
に
手
話
通
訳
に
よ
る
受
験

ま
た
は
拡
大
鏡
、
補
聴
器
も
し
く
は
日
常

生
活
用
具
等
の
使
用
な
ど
、
試
験
会
場
で

特
別
な
配
慮
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
受

験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
拡
大
鏡
、
補
聴
器
ま
た
は

日
常
生
活
用
具
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、

試
験
当
日
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

６ 
受
付
期
間
・
受
付
時
間

　

７
月
10
日
㈮
か
ら
８
月
17
日
㈪
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
で
す

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
つ
い
て

も
８
月
17
日
㈪
必
着
で
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
○
○
（
試
験
職
種
）

受
験
」
と
朱
書
し
、
書
留
郵
便
等
確
実
な

方
法
で
総
務
課
人
事
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

７� 

受
験
申
込
書
の
請
求
・
提
出
先
お
よ

び
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　

佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

　

佐
渡
市
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
２
５
９
―
63
―
３
１
１
１

　
（
内
線
３
２
５
）

平成27年度自衛官等募集案内
お気軽にお問い合わせください
　自衛隊新潟地方協力本部　佐渡駐在員事務所　☎６３－４５１２

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 試験会場

防衛大学校
学生
（28年度入校）

推薦 21歳未満
高卒（見込含） 9 月 5 日～

9 月 9 日

9月26日･27日
防衛大学校

総合
選抜

21歳未満
高卒（見込含）

（自衛官23歳未満）

1次9月26日
2次10月31日・11月1日

一般
前
期

9 月 5 日～
9 月 30 日

1次11月7日･8日
2次12月8日～12日（指定された日）

1 次試験
佐渡市内

後
期

1 月20 日～
1 月 29 日

1次2月20日
2次3月11日 防衛大学校

防衛医科
大学校学生
（28年度入校）

医学科

21歳未満
高卒（見込含）

9 月 5 日～
9 月 30 日

1次10月31日・11月1日
2次12月16日～18日（指定された日）

1 次試験
佐渡市内

看護
学科

1次10月17日
2次11月28日・29日（指定された日）

航空学生（パイロット） 8 月1 日～
9 月 8 日

1次9月23日
2次10月17日～22日（指定された日）
3次11月14日～12月17日（指定された日）

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満

8 月1 日～
9 月 8 日

1次9月18日・19日
2次10月8日～14日（指定された日）

自衛官候補生
男子

18歳以上
27歳未満

年間を通じて
行っています 受付時にお知らせします 佐渡市内（学科）

女子 8 月1 日～
9 月 8 日 9月25日～29日（指定された日） 陸上自衛隊

新発田駐屯地
※男女問わず募集しています。
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職員採用試験のお知らせ

平成27年度 佐渡市立病院職員採用試験のお知らせ
　佐渡市立病院職員採用試験を次により行います。
１ 職種、受験資格、採用予定人員、勤務場所

職種 受験資格 採用予定人員 勤務場所
看護師
または
准看護師

昭和 35 年４月２日以降に生まれた方で、看護師または准看護師の資格を
有する方もしくは平成 27 年度に実施される資格試験で看護師または准看
護師の資格を取得する見込みの方

８人程度
両津病院６人
相川病院２人

両津病院
相川病院

薬剤師 昭和 45 年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師の資格を有する方または
平成 27 年度に実施される資格試験で薬剤師の資格を取得する見込みの方

若干名
両津病院　若干名
相川病院１人

両津病院
相川病院

診療放射線
技師

昭和 40 年４月２日以降に生まれた方で、診療放射線技師の資格を有する
方または平成 27 年度に実施される資格試験で診療放射線技師の資格を取
得する見込みの方

１人程度 相川病院

◎次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む。）
　・禁錮（こ）以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・佐渡市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その

他の団体を結成し、またはこれに加入した人
※採用予定人員は変更になることがあります。また、受験申し込みは市長部局の採用職種を含め１職種に限ります。

２ 試験の方法
⑴ 第１次試験
試験種別 該当職種 内容
作文試験 全職種 課題の理解力、思考力および表現力等について、筆記試験を行います。

適性検査
看護師また
は准看護師 看護師適性検査 看護師としての適応性を資質、能力および対人関係の面から検査を行います。

全職種 一般性格診断検査 公務員に求められる資質に関し、性格傾向について検査を行います。
⑵ �第２次試験（全職種）　第１次試験の合格者に対して面接試験を行います。なお、受験者の適性を把握するため、

面接試験については複数回実施する場合があります。

３ 

試
験
の
日
時
、場
所

⑴ 

第
１
次
試
験　

９
月
20
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
～

　

開
始　

午
前
８
時
30
分
～（
予
定
）

　

会
場　

�

佐
渡
市
消
防
本
部
庁
舎（
防
災

セ
ン
タ
ー
）（
予
定
）

⑵� 

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
か
ら
11
月

下
旬
ま
で
の
間

　

�　

日
時
、試
験
会
場
は
第
１
次
試
験
の

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

４ 

合
格
の
発
表

　

第
１
次
試
験
合
格
者

　
　
　
　
　
　
　

10
月
中
旬
の
予
定

　

最
終
合
格
者　

12
月
中
旬
の
予
定

５ 

合
格
か
ら
採
用
ま
で

　

こ
の
試
験
に
よ
る
採
用
は
、最
終
合
格
者

の
中
か
ら
決
定
す
る
こ
と
と
し
、平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
を
最
初
の
採
用
の
日
と

し
ま
す
。た
だ
し
、職
種
に
よ
っ
て
は
平
成

28
年
３
月
31
日
以
前
に
採
用
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、合
格
者
全
員
を
採
用
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

６ 

受
験
申
込
書
の
請
求

　

受
験
申
込
書
は
、両
津
病
院
管
理
課
庶

務
係
お
よ
び
相
川
病
院
管
理
課
、市
役
所

総
務
課
人
事
係
、各
支
所
市
民
課
・
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る

ほ
か
、佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場

合
は
、封
筒
の
表
に「
○
○（
試
験
職
種
）請

求
」と
朱
書
し
、１
２
０
円
切
手（
速
達
を

希
望
す
る
場
合
は
そ
の
料
金
を
加
え
る
こ

と
。）を
同
封
し
、両
津
病
院
管
理
課
庶
務

係
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

７ 

申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、押

印
し
、写
真（
縦
４
㎝
、横
３
㎝
）１
枚
を
貼

り
、他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

資
格
が
必
要
な
職
種
は
、受
験
資
格
を

証
明
す
る
書
類（
資
格
証
書
、免
許
証
等
）

の
写
し
、資
格
取
得
見
込
の
場
合
は
、学
校

等
か
ら
資
格
試
験
の
受
験
要
件
を
証
明
す

る
書
類（
卒
業
見
込
証
明
書
、修
業
見
込
証

明
書
等
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

８ 

受
付
期
間・受
付
時
間

　

７
月
10
日
㈮
か
ら
８
月
17
日
㈪
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
で
す

（
た
だ
し
、土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
を
除

く
）。郵
送
の
場
合
も
８
月
17
日
㈪
必
着
で

す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場

合
は
、封
筒
の
表
に「
○
○（
試
験
職
種
）受

験
」と
朱
書
し
、書
留
郵
便
等
確
実
な
方
法

で
両
津
病
院
管
理
課
庶
務
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

９ 

受
験
申
込
書
の
請
求・提
出
先
お
よ
び

　

お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
５
２
―
０
０
０
７

　

佐
渡
市
浜
田
１
７
７
番
地
１

　

両
津
病
院
管
理
課
庶
務
係

　

☎
０
２
５
９
―
23
―
５
１
１
１（
代
表
）
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社
会
福
祉
法
人
小
佐
渡
福
祉
会  

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

採
用
職
種
・
採
用
予
定
数

・
介
護
職
員　
　
　
　
　

２
人

・
看
護
職
員

・
機
能
訓
練
指
導
員　
　

各
１
人

・
生
活
相
談
員

勤�

務
地　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち

の
里
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
も

ち
の
里
等

給�

与　
社
会
福
祉
法
人
小
佐
渡
福
祉
会
職

員
給
与
規
程
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

職
務
内
容

・�

介
護
職
員　

施
設
利
用
者
の
食
事
、
入

浴
、
排
せ
つ
等
の
身
体
介
護
業
務
等

・�

看
護
職
員　

施
設
利
用
者
の
健
康
管
理
、

治
療
介
助
等
の
看
護
業
務
等

・�

機
能
訓
練
指
導
員　

施
設
利
用
者
の
心

身
の
状
況
に
応
じ
た
機
能
訓
練
業
務
等

・�

生
活
相
談
員　

施
設
利
用
者
の
生
活
相

談
、
介
護
業
務
助
言
、
各
関
係
機
関
の

調
整
等

受
験
資
格

・�

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
資
格

を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
28
年
４
月
１

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

・�

佐
渡
市
に
住
所
を
有
す
る
か
居
住
を
予

定
し
て
い
る
方

・�

昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
（
看
護
職
員
は
年
齢
・
経
験
不
問
）

試
験
日
時　
８
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　
（
受
付
・
午
後
１
時
10
分
～
）

試�

験
会
場　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も

ち
の
里

試
験
内
容

・�

作
文
試
験　

４
０
０
字
か
ら
５
０
０
字

程
度
の
作
文
試
験
（
看
護
職
員
、
機
能

訓
練
指
導
員
は
作
文
試
験
を
免
除
し
ま

す
。）

・
面
接
試
験　

個
別
口
頭
試
問

合
格
内
定
・
採
用
通
知

・�
採
用
試
験
の
結
果
に
よ
り
合
格
者
を
決

定
し
、
９
月
５
日
ま
で
に
合
否
を
通
知

し
ま
す
。

・�

合
格
者
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
以
降

の
採
用
と
な
り
ま
す
。

・�

採
用
に
つ
い
て
は
最
終
合
格
者
の
中
か

ら
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
格
者
全

員
が
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

・�

合
格
者
の
採
用
有
効
期
限
は
、
平
成
29

年
３
月
31
日
と
し
ま
す
。

受�

験
申
込
書
の
請
求　
受
験
申
込
書
は
、

は
も
ち
の
里
庶
務
係
で
交
付
し
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

申�

込
方
法　
所
定
の
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
写
真
を
所
定
の
位
置
に

張
り
付
け
て
、
は
も
ち
の
里
庶
務
係
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
受
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
し

て
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
間

　

７
月
27
日
㈪
～
８
月
17
日
㈪　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

そ
の
他

　

受
験
票
等
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
試

験
日
時
に
試
験
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、
は
も
ち
の
里
庶
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の
里
庶

務
課
庶
務
係
（
担
当　

梅
澤
・
川
端
）

　

☎
88
―
３
８
１
１

　

〒
９
５
２
―
０
５
０
４

　

佐
渡
市
羽
茂
本
郷
25
番
地

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ス
マ
イ
ル 
赤
泊
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
前
浜
福
祉
会
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ス
マ
イ
ル
赤
泊
）
で

は
、
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

・
介
護
職
員　

１
人

・
看
護
職
員　

１
人

受
験
資
格

介�

護
職
員　

昭
和
46
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

看�

護
職
員　

昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
看

護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
免
許
を
有
す

る
方
（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
の
方
を
含
む
。）

試
験
内
容　
グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
面
接

採
用
予
定
期
日　
平
成
28
年
４
月
１
日

賃
金

介
護
職
員　

15
万
１
６
０
円
～

　

20
万
２
２
０
８
円
（
別
途
諸
手
当
）

看
護
職
員　

19
万
７
４
４
０
円
～

　

24
万
３
８
５
７
円
（
別
途
諸
手
当
）

試
験
日　
９
月
11
日
㈮

会
場　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　

ス
マ
イ
ル
赤
泊

申�

込
方
法　
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
、
応

募
職
種
が
看
護
職
員
の
方
は
免
許
証
の

写
し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
書
は
、
ス
マ
イ
ル
赤
泊
で
交

付
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
り
請
求
す
る
方

は
、
82
円
切
手
と
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
上
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受�

付
期
間　
７
月
20
日
㈪
～
８
月
28
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
28
日
の
消
印

有
効
）

お
問
い
合
わ
せ

　

ス
マ
イ
ル
赤
泊
（
総
務
係
）

　

☎
81
―
５
７
５
０

　

〒
９
５
２
―
０
７
０
６

　

佐
渡
市
徳
和
６
２
０
７
番
地
２

���
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  医療費が高額になるとき
【医療費が高額になる場合は事前に申請をしましょう】

　医療機関等に支払う１か月の医療費が一定額（自己負担限度額）を超えた場合、超えた分は申請により
高額療養費としてあとから支給されますが、あらかじめ「限度額適用（または限度額適用・標準負担額減額）
認定証」（以下「認定証」といいます。）を医療機関等に提示することで、支払額が一定額までの負担で済
むようになります。また、住民税非課税世帯の方は、認定証を提示することで、入院時の食事代について
も減額されます。（自己負担限度額や交付される認定証の種類は、年齢や所得によって異なります。）
　なお、認定証の交付には、事前の申請手続きが必要です。

【現在認定証をお持ちの方】
　現在お使いの認定証は７月 31 日で有効期限が切れます。国民健康保険に加入の方のみ、認定証の更新
手続きが必要です。

国民健康保険 後期高齢者医療

認定対象者 ７０歳未満の方 ７０歳以上で
非課税世帯の方 非課税世帯の方

更新手続き

更新手続きが必要です。
　新しい保険証を送付する際に案内を
同封しますので、８月以降も認定証が
必要な方は再度申請の手続きをお願い
します。

更新手続きは不要です。
　現在、認定証をお持ちで、８月以降も住民
税非課税世帯となる方には、新しい認定証を
７月下旬に郵送します。
※保険証とは別便になります。

  老人医療費助成事業（県老）の手続きについて
　この制度の対象者の方は、医療機関にかかったときに、保険診療にかかる自己負担額の一部が助成され
ます。
　この助成を受けるには、毎年申請が必要です。審査を受けて認定された方には「県老受給者証」を交付
します。

【対象者】
　・国民健康保険加入者または被用者保険加入者
　・後期高齢者医療、生活保護の適用を受けていない方
　・65 歳から 69 歳までのひとり暮らしの方、または寝たきりの方
　・前年の所得金額の合計が 125 万円以下の方
　※�ただし、ひとり暮らしの場合、協会けんぽなどの会社の健康保険の被扶養者になっている方、仕送りをもらっている方などは対

象となりません。

【助成の内容】
　保険証と「県老受給者証」を医療機関の窓口に提示することで、一部負担金が２割になります。また、
１か月の自己負担額が一定額を超えた場合や、県外の医療機関に受診したときは、申請により医療費の助
成が受けられます。

【手続きに必要なもの】
　健康保険証、印かん

【申請手続き・お問い合わせ】
　市役所　市民生活課  ☎６３－５１１２
　　○国民健康保険に関すること　　　　　　国保係
　　○後期高齢者医療・県老に関すること　　年金係
　または、各支所・行政サービスセンターの市民生活係
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国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ
 ８月から新しい保険証になります
　現在お使いの国民健康保険と後期高齢者医療の保険証は、７月 31 日で有効期限が切れます。
　７月下旬に新しい保険証を郵送しますので、８月１日からは、今回お送りする保険証をお使いください（更
新手続きは不要です）。保険証が届きましたら、記載事項に誤りがないかご確認をお願いします。誤りがあ
りましたら、必ず市役所までご連絡ください。記載事項をご自分で訂正した保険証は使用できませんので
ご注意ください。

国民健康保険 後期高齢者医療
保険証の色 ○旧 空色　⇒　○新 ベージュ色 ○旧 ベージュ　⇒　○新 桃色

送　付　先 世帯主の方あてにまとめて郵送します
（世帯の加入者全員分）

加入者ご本人あてに個別で郵送します

有効期限

平成28年７月31日
※以下の方は、有効期限が異なります。
・65 歳になり退職者医療制度が非該当となる方
・70 歳になり高齢受給者証の対象となる方
・75 歳になり後期高齢者医療に移行する方
・国保税に滞納のある世帯の方

平成28年７月31日
※�保険料に滞納のある方は、有効期限が異なる場

合があります。

※ ８月になっても保険証が届かない場合には市役所までご連絡ください。

【国民健康保険の喪失手続きについて】
　新しい国民健康保険の保険証が届いた方で、職場の健康保険（扶養になっている方も含みます。）に加入
している場合、国民健康保険をやめる手続きが必要です。手続きをされないと国民健康保険税と職場の健
康保険料が二重払いになったり、国民健康保険の保険証で医療機関を受診することによる医療費の返納が
発生したりする可能性がありますので、早めに手続きをお願いします。
　手続きに必要なもの　　国民健康保険以外の健康保険証、国民健康保険の保険証、印かん

【学生特例の保険証について】
　国保加入の方で学校等へ進学のため、佐渡市から転出する場合は、学生特例の手続きが必要です。手続
きをされないと国保の資格が喪失となり、保険証が使えなくなります。（市外で修学中でも市内に住民登録
のある方は手続き不要です。）
　手続きに必要なもの　　修学中の方の学生証（写し）または在学証明書（原本）、印かん

保険料（税）額のお知らせ
【国民健康保険税】
　税額をお知らせする決定通知書および納税通知書は、８月中旬にお送りします。

【後期高齢者医療保険料】
　◆普通徴収（納付書払い・口座振替）の方
　　�７月中旬に、年間の保険料額をお知らせする決定通知書をお送りします。普通徴収の対象となる方

は、5 月 31 日現在で 75 歳になられている方で、10 月までに特別徴収（年金からの天引き）にな
らない方です。（８月から特別徴収になる方には、６月中旬にお知らせしています。）

　◆特別徴収（年金からの天引き）の方
　　�10 月以降の保険料が特別徴収となる方には、７月下旬に年間の保険料額をお知らせする決定通知

書と 10 月以降の特別徴収額の通知書をお送りします。
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医療費負担の軽減のためにジェネリック医薬品を利用しましょう
お問い合わせ　市役所市民生活課　国保係　☎６３－５１１２

　高騰する医療費を削減し、医療機関窓口での一部負担金や保険税等の軽減のために、ジェネリック医薬
品（後発医薬品）を利用しましょう。

ジェネリック医薬品とは？
　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）の特
許期間が終わったあとに製造販売される薬です。先
発医薬品と同等の有効成分・効能・安全性をもつと
国の審査で認められている薬で、開発や研究にかか
る時間・費用が少ないので、先発医薬品の概ね５割
から７割程度の安い価格で販売されています。
　そのため、患者さんにとっては、先発医薬品から

ジェネリック医薬品へ切り替えることにより、薬に
かかる自己負担額を軽減することができるというメ
リットがあります。
　また、増加する医療費を抑制することは、保険税
等の負担軽減となり、国民皆保険を堅持し、医療保
険制度を持続させることにつながります。

ジェネリック医薬品を希望するときは？
　ジェネリック医薬品を処方してもらったり、先発
医薬品から変更してもらったりするには、医師の診
療や同意が必要です。かかりつけの医師や薬剤師に
ご相談ください。
　ただし、使用している先発医薬品によっては、ジェ
ネリック医薬品が製造販売されていないものがある
ため、ジェネリック医薬品への変更を希望されても
変更できない場合があります。
　また、ジェネリック医薬品は、先発医薬品と有効
成分や効能は変わりませんが、使用されている添加
物が異なる場合がありますので、病気の症状や体質

によっては、医師の判断によりジェネリック医薬品
に変更できないことがあります。
※�　ジェネリック医薬品への変更に対応できるのは、
医療機関（病院、診療所）で処方せんを発行して
もらい、院外の調剤薬局で薬を受け取られている
場合が中心となります。

　院外の調剤薬局に処方せんを発行していない医療
機関（病院、診療所）で薬を受け取られている場合
の多くは、すぐにはジェネリック医薬品への変更に
対応できません。

佐渡市の国民健康保険に加入している方へ�
ジェネリック医薬品に切り替えたときの「差額通知書」を７月下旬に発送します
　お使いになっている薬をジェネリック医薬品に切
り替えることで、軽減できる金額の目安をお知らせ
します。４月に処方された薬代の負担額をもとに７
月下旬にお知らせしますので、切り替えの参考にし

てください。
※�１か月間の投与日数が 14 日以上で、薬代の差額

が 500 円以上ある方が通知の対象です。

宿
根
木「
白
山
丸
ま
つ
り
」が 

開
催
さ
れ
ま
す

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
白
山
丸
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
本
祭
り
で
の
白
山
丸
曳
き
出
し

帆
上
げ
で
は
、
体
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
夜
祭

日
時　
７
月
25
日
㈯　

午
後
５
時
～
９
時

　

鼓
童
（
小
編
成
）
や
子
供
お
け
さ
連
に
よ
る
郷

土
芸
能
発
表

本
祭
り

日
時　
７
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

白
山
丸
曳
き
出
し
と
帆
上
げ
体
験
、
大
珍
宝
み

こ
し
、
郷
土
芸
能
（
ち
と
ち
ん
と
ん
）
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
す
。

会
場　
宿
根
木
・
佐
渡
国
小
木
民
俗
博
物
館

　
　
　
（
千
石
船
展
示
館
前
広
場
）

※
前
夜
祭
、
本
祭
り
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

白
山
丸
友
の
会　

☎
86
―
１
２
３
４
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  国民年金加入者のみなさま  �

保険料の免除制度があります
　経済的な理由で、国民年金保険料を納付することが困難な場合には、申請により保険料の納付が免除または
猶予となる「保険料免除制度」「若年者納付猶予制度」や「学生納付特例制度」があります。

平成27年度の免除等申請期間

○申請免除制度
　�　申請者本人のほか、配偶者・世帯主も所得基準の範囲内である必要があります。免除には、「全額免除」・ 
「３／４免除」・「半額免除」・「１／４免除」があり、前年の所得に応じて審査します。
○若年者納付猶予制度
　�　30 歳未満の若年者については、同居している世帯主の所得にかかわらず、本人および配偶者の所得に応じ

て、納付が猶予されます。
○学生納付特例制度
　　本人の前年所得が 118 万円以下の学生が対象です。
◎過去2年間に保険料の未納期間はありませんか？�
　《申請時点の2年 1か月前の月分まで免除申請することができます。》

免除・猶予等と未納の違い

納付 法定免除（注１）
申請免除（全額）

申請免除（一部）
（注２）

若年者納付猶予
学生納付特例 未納

障害・遺族基礎年金
の受給資格期間

○
含まれます

○
含まれます

○
含まれます

○
含まれます

×
含まれません

老齢基礎年金の
受給資格期間

○
含まれます

○
含まれます

○
含まれます

○
含まれます

×
含まれません

老齢基礎年金額 ○
含まれます

○
一部含まれます

○
一部含まれます

×
含まれません

×
含まれません

( ※１)�　法定免除とは、障害基礎年金または被用者年金の障害年金（１・２級）を受けている方や生活保護法による生活扶助を
受けている方等が、届け出ることにより保険料の全額が免除されます。

( ※２)　申請免除（一部）については、免除とならない部分の保険料を納付することが必要です。

申請免除制度
（全額・一部）

免除の期間
平成 27 年７月から 
平成 28 年６月まで

若年者納付猶予制度
（30 歳未満の方のみ）

猶予の期間
平成 27 年７月から 
平成 28 年６月まで

学生納付特例制度
（学生の方のみ）

特例の期間
平成 27 年４月から 
平成 28 年３月まで

手続きに関するお問い合わせ
　日本年金機構　新潟西年金事務所（国民年金課）	 ☎０２５－２２５－３０１２
　市役所市民生活課　年金係	 ☎６３－５１１２
　または、各支所・行政サービスセンター　国民年金担当

◎免除期間の保険料は、10 年以内であれば、後から納めること（追納）ができます。
　ただし、平成 27 年度中に追納する場合、平成24年度以前の保険料には加算金がつきます。
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平
成
25
年
度
定
期
監
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
改
善
措
置
等
の
状
況
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査
の
結
果
を
受
け
て
、
市
長
か
ら
改
善
措
置
等
を
講
じ
た

旨
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次 

佐
渡
市
監
査
委
員
　
中
川
　
隆
一

１　
歳
入
に
関
す
る
執
行
状
況

指
摘
事
項
【
前
期
】

　

収
入
金
の
納
期
限
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

佐
渡
市
財
務
規
則
第
50
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
納
期
限
よ
り
遅
い
も
の
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
佐
渡
市
財
務
規
則
第
51
条
第
２

項
に
収
入
金
の
調
定
を
行
う
時
期
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
よ
り
起
票
が

遅
い
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

申
請
書
に
よ
り
調
定
額
が
確
定
す
る
使

用
料
は
、
そ
の
都
度
調
定
を
行
う
必
要
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
括
調
定
を
し

て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。

⑴　

項
目
別
指
摘
事
項

ア�　

毎
月
の
保
険
料
等
の
調
定
額
が
賦
課

及
び
収
納
シ
ス
テ
ム
等
と
不
一
致

イ　

使
用
料
等
の
納
期
限
の
遅
延

ウ　

還
付
未
済
額
の
処
理
誤
り

改
善
措
置
等
の
状
況
【
前
期
】

ア�　

賦
課
お
よ
び
収
納
シ
ス
テ
ム
の
調
定

額
は
、
死
亡
や
所
得
更
正
等
に
よ
り
随

時
変
動
し
て
い
る
が
、
財
務
会
計
上
の

調
定
額
は
、
年
金
機
構
等
と
の
デ
ー
タ

連
携
の
時
差
に
よ
り
、
賦
課
シ
ス
テ
ム

の
調
定
額
よ
り
も
収
入
額
が
上
回
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
年
金
機
構
等
か
ら
支

払
の
通
知
が
あ
っ
た
際
に
同
額
で
調
定

を
行
う
対
応
と
し
て
い
る
。
（
市
民
生

活
課
・
高
齢
福
祉
課
）

イ�　

平
成
26
年
４
月
17
日
に
開
催
し
た
、

財
務
事
務
研
修
に
お
い
て
、
改
善
す
る

よ
う
指
導
し
た
。

ウ�　

還
付
未
済
額
の
処
理
は
平
成
26
年
度

決
算
か
ら
改
善
予
定
（
市
民
生
活
課
）

　

�　

還
付
未
済
額
の
処
理
は
平
成
25
年
度

決
算
書
か
ら
改
善
し
た
。
（
高
齢
福
祉

課
）

指
摘
事
項
【
後
期
】

　

佐
渡
市
財
務
規
則
の
規
定
と
異
な
る
手

続
き
に
よ
る
執
行
が
見
受
け
ら
れ
た
。

⑴　

項
目
別
指
摘
事
項

ア�　

調
定
通
知
書
へ
の
金
額
算
定
根
拠
等

の
無
添
付

イ�　

使
用
料
、
貸
付
料
等
の
調
定
起
票
及

び
納
付
期
限
の
遅
延

ウ�　

不
動
産
貸
付
料
の
算
定
基
準
適
用
の

誤
り

エ�　

土
地
賃
貸
借
契
約
の
事
務
手
続
き
の

不
備
及
び
契
約
内
容
の
相
違

オ�　

現
金
出
納
簿
に
お
け
る
確
認
印
又
は

検
査
印
の
不
備

改
善
措
置
等
の
状
況
【
後
期
】

ア�　

調
定
は
地
方
公
共
団
体
の
長
が
行
う

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
自
治

法
２
３
１
）
、
調
査
は
原
課
に
お
い
て

行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
決
定
後
、
会

計
管
理
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
会
計
管
理
者
が
こ
れ
ら

を
審
査
・
確
認
す
る
こ
と
は
会
計
事

務
に
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
（
自
治
法

１
７
０
）
、
金
額
算
定
の
根
拠
と
な
る

書
類
等
の
貼
付
は
不
要
と
解
さ
れ
る
。

イ�　

平
成
26
年
４
月
17
日
に
開
催
し
た
、

財
務
事
務
研
修
に
お
い
て
、
改
善
す
る

よ
う
指
導
し
た
。

ウ�　

土
地
の
評
価
額
（
財
産
台
帳
価
格
）

は
市
有
財
産
評
価
要
領
（
平
成
21
年
訓

令
第
30
号
）
の
定
め
に
よ
り
固
定
資
産

税
課
税
標
準
額
を
評
価
額
と
し
て
お
り
、

適
切
な
処
理
と
考
え
る
。

エ�　

平
成
26
年
４
月
17
日
に
開
催
し
た
、

財
務
事
務
研
修
に
お
い
て
、
改
善
す
る

よ
う
指
導
し
た
。
ま
た
、
会
計
課
に
お

い
て
支
出
負
担
行
為
票
審
査
時
に
契
約

書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
の
あ
る
も
の

は
担
当
課
へ
返
し
、
財
務
課
と
協
議
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

オ�　

平
成
26
年
４
月
17
日
に
開
催
し
た
、

財
務
事
務
研
修
に
お
い
て
、
改
善
す
る

よ
う
指
導
し
た
。

２　
財
産
に
関
す
る
管
理
状
況

指
摘
事
項
【
前
期
】

　

財
産
台
帳
へ
の
施
設
の
所
管
替
え
手
続

や
記
録
誤
り
な
ど
台
帳
整
備
の
不
備
が
見

受
け
ら
れ
た
。

改
善
措
置
等
の
状
況
【
前
期
】

　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
い
て
、
備
品
台

帳
と
決
算
書
に
記
載
さ
れ
た
備
品
の
点
検

を
実
施
し
た
。

指
摘
事
項
【
後
期
】

　

財
産
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
部
署
が

財
産
・
備
品
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理

し
て
い
る
が
、
そ
の
所
管
す
る
財
産
登
録

の
整
理
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
誤
り
が

非
常
に
多
い
。
（
所
管
の
誤
り
、
財
産
名

称
の
誤
り
、
数
量
の
誤
り
、
財
産
の
登

録
・
削
除
の
不
備
、
財
産
区
分
・
品
目
名

の
相
違
等
）

⑴　

項
目
別
指
摘
事
項

ア　

譲
渡
し
た
財
産
の
未
削
除

イ�　

財
産
・
備
品
管
理
シ
ス
テ
ム
の
登
録

備
品
と
決
算
書
一
覧
の
備
品
と
の
不
一

致
改
善
措
置
等
の
状
況
【
後
期
】

ア�　

財
産
・
物
品
の
購
入
、
処
分
及
び
所

管
替
え
等
に
よ
り
異
動
が
発
生
し
た
場
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合
は
、
所
管
課
の
責
任
で
事
務
が
遂
行

さ
れ
る
よ
う
通
知
等
を
行
っ
て
い
る
。

イ�　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
い
て
、
備
品

台
帳
と
決
算
書
に
記
載
さ
れ
た
備
品
の

点
検
を
実
施
し
た
。

３�　
勤
務
状
況
に
関
す
る
事
務
の
処
理
状

況
指
摘
事
項
【
前
期
】

　

休
暇
等
の
申
請
手
続
き
の
不
備
に
よ
る

事
例
が
見
受
け
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

出
勤
簿
に
「
年
休
」
や
「
振
休
」
、
「
代

休
」
な
ど
の
休
暇
記
入
は
あ
る
が
、
書
面

に
よ
る
手
続
き
が
確
実
に
さ
れ
て
い
な
い

事
例
や
申
請
日
の
誤
り
、
申
請
時
間
と
実

際
の
出
勤
・
退
庁
時
間
が
異
な
る
事
例
等

で
あ
る
。

　

ま
た
、
帳
簿
類
の
記
入
に
お
い
て
、
誤

り
の
訂
正
の
際
、
砂
消
し
や
修
正
テ
ー
プ

な
ど
に
よ
る
訂
正
を
行
っ
て
い
る
事
例
や

訂
正
印
を
使
用
せ
ず
訂
正
し
た
も
の
な
ど

も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
適
正
な

処
理
と
は
言
え
な
い
事
例
で
あ
る
。

⑴　

項
目
別
指
摘
事
項

ア�　

週
休
日
の
振
替
、
代
休
日
指
定
手
続

き
の
誤
り

イ�　

当
初
予
定
勤
務
時
間
と
勤
務
実
績
の

不
一
致

ウ　

年
休
簿
又
は
代
休
簿
の
記
入
漏
れ

エ�　

臨
時
職
員
等
へ
の
年
休
付
与
日
数
ま

た
は
取
得
単
位
の
誤
り

オ　

時
間
外
勤
務
手
当
の
過
大
支
給

カ　

帳
簿
等
の
決
裁
の
押
印
も
れ

キ�　

帳
簿
類
の
紛
失
（
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、

時
間
外
勤
務
命
令
簿
）

指
摘
事
項
【
後
期
】

　

休
暇
等
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
度
定
期
監
査
結
果
（
前
期
）
で
報

告
し
た
事
例
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
が
見
受
け

ら
れ
た
。
（
出
勤
簿
に
「
年
休
」
等
の
休

暇
記
入
は
あ
る
が
、
書
面
に
よ
る
手
続
き

が
確
実
に
さ
れ
て
い
な
い
事
例
、
申
請
日

の
誤
り
、
申
請
時
間
と
実
際
の
出
勤
・
退

庁
時
間
が
異
な
る
事
例
等
）

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
結
果
的
に
欠
勤
扱
い

や
手
当
等
が
過
払
い
と
な
り
、
給
与
等
の

戻
入
処
理
が
必
要
と
な
る
事
例
も
あ
っ
た
。

　

帳
簿
類
の
記
入
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
の
部
署
で
、
誤
り
の
訂
正

の
際
に
砂
消
し
や
修
正
テ
ー
プ
な
ど
を
使

用
し
て
い
た
り
、
二
重
線
に
よ
る
訂
正
に

訂
正
印
を
押
印
し
て
い
な
い
等
の
不
適
切

な
事
例
が
見
受
け
ら
れ
た
。

⑴　

項
目
別
指
摘
事
項

ア�　

出
勤
簿
記
載
事
項
と
勤
務
実
績
の
不

一
致

イ�　

週
休
日
の
振
替
、
代
休
日
指
定
手
続

き
の
誤
り

ウ�　

年
休
簿
、
振
替
簿
、
代
休
簿
等
に
記

載
の
な
い
休
暇
取
得

エ�　

時
間
外
勤
務
命
令
時
間
と
勤
務
時
間

実
績
の
不
一
致

オ�　

時
間
外
勤
務
命
令
の
集
計
表
に
よ
る

確
認
な
し

カ�　

年
休
付
与
日
数
又
は
取
得
単
位
の
誤

り
キ�　

帳
簿
類
の
紛
失
（
時
間
外
勤
務
命
令

簿
）

ク　

帳
簿
等
の
決
裁
の
押
印
も
れ

ケ　

時
間
外
勤
務
手
当
の
過
大
支
給

改
善
措
置
等
の
状
況
【
前
期
・
後
期
】

　

平
成
26
年
４
月
17
日
に
開
催
し
た
財
務

事
務
研
修
に
お
い
て
、
出
勤
簿
へ
の
休
暇

記
入
や
書
面
に
よ
る
手
続
き
等
に
つ
い
て
、

正
確
に
行
う
よ
う
指
導
・
周
知
し
た
。

４　
そ
の
他

指
摘
事
項

　

被
服
等
の
貸
与
に
つ
い
て
、
被
服
貸
与

簿
に
よ
る
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
部

署
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
等
の
外
郭
団
体
の
準
公

金
を
取
り
扱
っ
て
い
る
部
署
が
あ
り
、
な

か
に
は
通
帳
と
印
鑑
を
一
人
の
職
員
が
保

管
し
て
い
る
部
署
も
あ
っ
た
。
安
全
管
理

上
、
複
数
の
職
員
に
よ
り
別
々
に
保
管
さ

れ
た
い
。

改
善
措
置
等
の
状
況

　

平
成
26
年
４
月
９
日
付
け
で
、
全
課
に

対
し
被
服
貸
与
簿
の
提
出
を
求
め
、
管
理

状
況
を
把
握
し
た
。
そ
の
後
、
県
内
市
の

被
服
管
理
状
況
を
調
査
し
、
総
務
課
人
事

係
で
規
程
の
見
直
し
を
行
い
、
26
年
度
中

に
改
正
し
て
適
切
な
運
用
を
図
り
た
い
。

総
務
課
で
の
一
括
管
理
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
検
討
す
る
。

　

外
郭
団
体
の
通
帳
及
び
印
鑑
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
職
員
で
管
理
す
る
よ
う
指
導

す
る
。

平
泉
文
化
財
保
存
会
が
文
化

財
保
護
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

６
月
４
日
、
平
清
水
・
泉
地
区
で

活
動
す
る
平
泉
文
化
財
保
存
会
（
会

長 

畠
山 

茂
樹 

氏
）
が
、
新
潟
県
文
化

財
保
護
連
盟
か
ら
文
化
財
保
護
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
泉
文
化
財
保
存
会
は
、
昭
和
47

年
に
平
清
水
・
泉
地
区
の
住
民
ら
が

結
成
し
た
団
体
で
、
以
来
、
黒
木
御

所
跡
の
整
備
や
遺
跡
の
清
掃
活
動
、

文
化
財
看
板
の
設
置
、
祭
礼
行
事
へ

の
協
力
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
郷
土
の
文
化
財

を
長
年
に
わ
た
っ
て
愛
護
し
、
普
及

さ
せ
て
き
た
住
民
主
体
の
取
組
み
と

功
績
を
称
え
る
も
の
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

黒木御所跡の植樹を行う保存会の人たち
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　美味しい　しあわせ
　働く　しあわせ
　生きている　しあわせ

　みんなの願いを込めて作っています。

　これからの暑い季節は、ヒンヤリと冷奴は
いかがでしょうか。

　ぜひ味わってみてください。

障 が い 福 祉 施 設 授 産 品 紹 介 コ ー ナ ー

みんな　しあわせ！「しあわせ豆富」第6回  愛らんど畑野

◆ご注文のお問い合わせ先
　〒952-0202 
　佐渡市栗野江1810番地2
　障害福祉サービス事業所 
　愛らんど畑野
　☎６６－３９０１ 
　　（ＦＡＸ共通）

「みんな仲間」を合言葉にがんばっています

国産大豆100％使用「しあわせ豆富」
一つひとつ手作りです
「奈っちゃん打ち豆」

第４回佐渡フライングディスク大会が開催されました
　障がいのある方がスポーツを通じて交流を深める

「佐渡フライングディスク大会」が、５月 13 日㈬、
新穂地区の岩の平園グラウンドで開催されました。
　市内の障がい福祉施設や障がい者団体などから約
80 人が参加し、強い風に悩まされながらも、アキュ
ラシー競技、ディスタンス競技を行い、大変盛り上
がった大会となりました。
　大会運営は、新潟佐渡障害者フライングディスク
協会などが主催で、伝統文化と環境福祉の専門学校
の学生の皆さまからも、審判補助や会場設営などに
ご協力をいただきました。
　協会では、今後も障がいのある方がスポーツに親
しむ機会を増やしていきたいと、秋にも大会を開催する予定ですので、多くの皆さまのご参加をお待ちし
ています。

　フライングディスク競技には、樹脂製の円盤を 10 回投げて円形の標的の内側を通過した枚数を競う
「アキュラシー」と、円盤を３回投げて最も遠くへ飛んだ距離を競う「ディスタンス」の種目があります。
「アキュラシー」では集中力が、「ディスタンス」では円盤の回転のさせ方と投げる角度が勝敗の決め
手となります。安全性が高く、容易に楽しむことができる競技です。

お問い合わせ	 新潟佐渡障害者フライングディスク協会　☎２２－３８８０　ＦＡＸ２２－３８８１ 
	 〒９５２－０１０８　佐渡市上新穂 1256 番地　岩の平園

向きの変わる強い風の中、みんな集中して大会に臨みました。
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佐渡スポーツハウス教室生募集！
【児童水泳教室】　小学生対象　募集開始　７月１１日㈯から（定員になり次第締め切り）

コース 曜日 時間 対象・定員 回数・受講料(利用料含む) 基礎泳力

初級 (週 1回 ) 火水金 午後 5 時～ 6 時 初心者各30人 12 回・8,000 円 無～
背泳ぎ 25 ｍ

中級 (週 2回 ) 水・金 午後 5 時～ 6 時 中級者30人 24 回・14,000 円 バタフライ
25 ｍまで

ペンギン (週 1回 ) 土 午後 3 時～ 4 時 初･中級者30人 10 回・7,000 円 無

【夏休み短期児童水泳教室】（定員になり次第締め切ります）
対象：小学１年生～小学４年生（児童初級短期修了型）　定員：各 50 人　受講料：3,000 円
日程：７月 27 日㈪～７月 31日㈮　短期１（午前９時～ 10 時 15 分）、短期２（午前 10 時 30 分～ 11 時 45 分）

【成人水泳教室】（個人ショートレッスン）　初心者からアスリートまでどのレベルでも大歓迎！
健康づくりの方、きれいに泳ぎたい方、選手志向の方、中・上級者も可！

コース 概要 曜日 時間 定員 回数 受講料 基礎泳力
成人(18歳以上) 初級～上級 木（希望可） １時間 １～数人 １～数回 １回500円 不問

【ジュニア硬式野球教室】　硬式ボールを体験してみませんか！
対象：中学3年生（中学3年生と硬式野球練習の可能な少年少女）　定員：先着20人　受講料：5,000円
日程：8月下旬～11月上旬（実技練習全10回、毎週土曜または日曜）午後2時～4時
会場：真野運動広場、サンスポーツランド畑野球場、佐渡スポーツハウス体育館等
指導者：社会人佐渡硬式野球クラブ佐渡軍団関係者　内容：硬式野球の基礎技術
入会式オリエンテーション：8月21日(金)午後6時30分～8時（保護者同伴にて説明会、栄養セミナー等）
募集開始：7月11日(土)から（定員になり次第締め切り）

【ジュニアサッカー教室】　２期（体育館）
対象：小学1年生～小学3年生 午後6時～7時／小学4年生～中学3年生 午後7時～8時30分
定員：各コース30人　受講料：5，000円　申込：定員になり次第、締め切ります。
日程：7月1日〜9月16日   毎週水曜日・10回

【介護予防はつらつ教室】・【科学的健康シェイプアップ教室】　２期（９月～12月）
日程：毎週木曜日　昼の部・夜の部　各90分　12回　受講料：6,000円
※�「介護予防・はつらつ健康教室」の受講料は、佐渡市役所高齢福祉課から助成されますが、トレーニング室３か月利用券1,500円
が別途必要です。）
募集開始：７月11日(土)から（定員になり次第締め切り）

【テニス教室】　２期　夢は錦織！ウインブルドンセンターコートで会おう！初心者・初級者大歓迎！
日程：7 月下旬～ 9 月（毎週木曜日、10 回）　時間：午後 7 時 30 分～ 9 時
会場：佐渡スポーツハウス体育館　定員：25 人　受講料：5,000 円

【トレーニング1時間ショートレッスン】（健康づくり＆アスリート＆スポーツ相談）
日時：受講者の希望にそって指導者と日程調節します　対象：初心者～アスリート　内容：ダイエット、シェ
イプアップ、生活習慣病、スポーツ障害や技能向上、スポーツ相談・健康相談など各種対応します
受講料：1 人 500 円（トレーニング使用料が別途必要です。）※ 1 人からグループでの受講希望も可能です。

利用時間
室内温水プール
※月曜定休
(祝日を除く )

火～金 午後1時～午後8時
土 午前10時～午後8時

日・祝日 午前10時～午後5時
トレーニング室・体育館 午前8時30分～午後9時30分
人工芝テニスコート4面 午前8時30分～日没
真野運動広場 午前8時30分～午後5時（日没）
佐渡市陸上競技場 午前8時30分～午後8時

夏到来！佐渡スポーツハウスでいい汗流そう!! 
温水プール・トレーニングルーム・体育館・テニスコートで健康づくり!!

お問い合わせ
　佐渡市スポーツ協会 
　　佐渡スポーツハウス 
　　☎５５－２５６６㈹
　申込受付時間　午前９時～午後９時
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お
　
知
　
ら
　
せ

講
演
会
「
あ
な
た
の
個
人
情

報
を
守
る
た
め
に
～
身
元
調
査

と
戸
籍
等
不
正
取
得
事
件
～
」

を
開
催
し
ま
す

日
時　
７
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

会
場　
朱
鷺
メ
ッ
セ　

マ
リ
ン
ホ
ー
ル

演�

題　
「
あ
な
た
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に

～
身
元
調
査
と
戸
籍
等
不
正
取
得
事
件
～
」

講�

師  

奥
田　

均
氏

　
　
（
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授
）

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
申
込
順
）

入
場
料　
無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
１

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
お
知
ら
せ

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、
所
得
の

低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
に
お

い
て
、
佐
渡
市
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方

※�

た
だ
し
、住
民
税
等
の
申
告
が
な
い
た
め
課
税

状
況
が
不
明
の
方
や
、課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
等
や
生
活
保
護
の
受
給
者
等
は
除

き
ま
す
。

※�

電
話
で
の
課
税
状
況
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

本
人
確
認
が
で
き
な
い
た
め
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千
円

申
請
書
の
提
出
方
法

　

８
月
に
、
支
給
対
象
者
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
に
申
請
書
等
を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
市
役
所
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
給
付
金
事
務
室

　

☎
63
―
３
１
１
７

　

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
窓
口

○�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
、
６

月
15
日
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
９
月
15
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○�

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
『
振
込
め
詐

欺
』
や
『
個
人
情
報
の
詐
取
』
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ご
自
宅
や
職
場
な

ど
に
佐
渡
市
や
厚
生
労
働
省
（
の
職

員
）
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
り
し
た
ら
、

迷
わ
ず
、
市
役
所
や
最
寄
り
の
警
察

署
（
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
☎

＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

順
徳
院
黒
木
御
所 

　

第
７
回
佐
渡
吟
詠
大
会 

　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

佐
渡
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
風
土
を

う
た
い
込
ん
だ
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

題�　
短
歌
、
俳
句
で
は
特
に
題
を
設
け
ま

せ
ん
。
季
節
も
自
由
で
す
。
川
柳
は「
て

が
み
」「
揺
れ
る
」
の
２
つ
の
題
を
設

定
し
ま
し
た
。

選
者　
短
歌　

萩
原
光
之

　
　
　

俳
句　

赤
塚
五
行

　
　
　

川
柳　

若
林
柳
一

応
募
要
項

①�

短
歌
は
３
首
で
１
組
、
俳
句
、
川
柳
は

そ
れ
ぞ
れ
３
句
を
１
組
と
し
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

②�

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
必

要
な
ら
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を
明
記
の
上

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

投�

稿
料　
１
組
５
０
０
円
を
お
願
い
し
ま

す
（
切
手
不
可
）。
何
組
応
募
さ
れ
て

も
結
構
で
す
。
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

大
学
生
、
専
門
学
校
生
の
応
募
は
無
料

で
す
。
投
稿
者
全
員
に「
入
選
作
品
集
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

応
募
締
切　

�

９
月
５
日
㈯ 

（
当
日
消
印
有
効
）

表
彰

　

�

最
優
秀
賞　

短
歌
１
首
、
俳
句
・
川
柳

そ
れ
ぞ
れ
１
句

　

�

優
秀
賞　
　

短
歌
５
首
、
俳
句
・
川
柳

そ
れ
ぞ
れ
５
句

※�

別
に
、短
歌
10
首
、俳
句
・
川
柳
そ
れ
ぞ
れ
10
句

以
内
を
佳
作
と
し
て
誌
上
発
表
し
ま
す
。学
生

は
別
に
部
門
を
設
け
て
表
彰
し
ま
す
。

発�

表　
10
月
４
日
㈰
に
発
表
す
る
と
と
も

に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

応
募
先　
〒
９
５
２
―
１
２
１
２

　
　
　
　

新
潟
県
佐
渡
市
泉

　
　
　
　
「
佐
渡
吟
詠
大
会
事
務
局
」
宛

お
問
い
合
わ
せ

　

☎
63
―
３
３
１
２
（
北
條
）

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

第
１
回
消
費
生
活
講
座 

 

「
新
し
い
食
品
表
示
制
度
～ 

　

 

機
能
性
表
示
食
品
と
は
～
」

　

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
食
品
表
示
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
特
定
保
健
用
食
品
（
ト
ク

ホ
）、
栄
養
機
能
食
品
に
加
え
て
、
新
た

に
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待
で
き
る
旨

の
表
示
を
可
能
と
す
る
「
機
能
性
表
示
食

品
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、ま
も
な
く
「
機

能
性
表
示
食
品
」
と
記
し
た
食
品
が
ス
ー

パ
ー
等
に
並
び
ま
す
。

　

今
回
の
消
費
生
活
講
座
で
は
、
新
し
い

食
品
表
示
制
度
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士

さ
ん
か
ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
30
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　

は
ま
な
す
ホ
ー
ル

講
演　

�「
新
し
い
食
品
表
示
制
度
～
機
能

性
表
示
食
品
と
は
～
」

講
師　
佐
渡
保
健
所　

管
理
栄
養
士

　
　
　

中
川　

圭
子
さ
ん

参
加
費　
無
料
（
お
申
し
込
み
不
要
）

主
催　
佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

第
２
回
消
費
生
活
講
座 

夏
休
み
親
子
で
学
ぼ
う
水
産
資
源 

「
見
て
味
わ
っ
て
実
感
！ 

『
南
蛮
エ
ビ
の
水
揚
げ
』
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集
！

　

私
た
ち
の
身
近
な
消
費
者
問
題
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
水
産
資

源
で
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

集
合
解
散
場
所

　

佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

見
学
場
所

　

南
蛮
エ
ビ
の
水
揚
げ
（
赤
泊
漁
港
）

講
師　
新
潟
県
え
び
籠
漁
業
協
会
長

　
　
　

中
川　

定
雄
さ
ん

募
集
定
員　
小
学
生
親
子
10
組
20
人

参
加
費　
無
料

※�

南
蛮
エ
ビ
の
試
食
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
に
ぎ
り

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
31
日
㈮
ま
で

※
た
だ
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

　
（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

海
開
き
の
お
知
ら
せ
と 

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
の
事
故
防
止
に

つ
い
て

　

今
年
の
佐
渡
の
海
開
き
は
、
７
月
18
日

㈯
か
ら
で
す
。

　

夏
は
、
海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、

登
山
な
ど
で
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
季
節

で
す
。
そ
の
一
方
で
、
事
故
も
発
生
し
や

す
く
、
海
や
山
で
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。自
然
の
中
で
は
、ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
が
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

海
や
山
に
出
か
け
る
時
は
、
安
全
の
た

め
の
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
自
分
の
体
力

に
合
わ
せ
た
無
理
の
無
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
み
、
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
に
し
ま
し
ょ

う
。

市
の
指
定
海
水
浴
場

・
二
ツ
亀
海
水
浴
場

・
赤
亀
・
風
島
な
ぎ
さ
公
園
海
水
浴
場

・
城
が
浜
海
水
浴
場

・
素
浜
海
水
浴
場

・
佐
和
田
海
水
浴
場

・
達
者
海
水
浴
場

・
入
崎
海
水
浴
場

指
定
海
水
浴
場
開
設
期
間

　

７
月
18
日
㈯
～
８
月
23
日
㈰

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
観
光
振
興
課
観
光
振
興
係

　

☎
63
―
５
１
１
６

第 119 回恩賜金記念式典を開催します
　旧相川町の恩賜金は、明治29年、当時皇室財産と
して宮内庁御料局の管理下にあった佐渡金山を三菱
合資会社に払い下げるにあたり、皇室から下賜された
ものです。この恩賜金は、その一部を恵まれない人々
の減税に充て、他は基本財産として積み立て、以後旧
中山トンネルの開削をはじめ、大事業推進の資金とし
て活用し、相川の基盤を築き上げる大きな役割を果
たしました。
　これを記念して、第119回恩賜金記念式典を開催し
ます。なお、当日は佐渡を世界遺産にする会のご協力
により、大島高任佐渡鉱山局長ゆかりの大島輝洋氏
の講演会も開催します。

日時　７月25日(土)　午前11時～正午
会場　あいかわ開発総合センター大集会室（相川栄町）
日程　式　典　午前11時～11時25分
　　　講演会　午前11時30分～正午終了予定
※一般参加者の方は講演会の時間でご入場ください。
講師　釜石市鉄の歴史館名誉館長　大島 輝洋 氏
演題　世界遺産と大島高任（仮題）
　　　　～高任の功績と近代製鉄遺産群～
　�　明治18年、佐渡鉱山局長として赴任してきた大島高任が、日本の

近代製鉄に果たした役割と功績を明らかにするとともにその人物
像を語る。

お問い合わせ　相川支所市民課☎７４－３１１１
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯などは

214,000円）以下であること
③�　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること
④�　申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年齢合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤�　同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃貸住宅の所在地に住所を移転できること
＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津 大野第１住宅（３階） 1 ①② - H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,800 ～ 50,600
大野第２住宅（１、２階） 2 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000【定額】

相川
県営おりと団地（１、２、３、４階） 6 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300
県営炭屋町団地（１、２、３、４階） 5 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700
栄町団地のかんぞう棟（２階） 2 ①② - H3 耐火構造３階建て 3DK 21,500 ～ 42,200

金井 千種西下住宅（２階） 1 ①② - H17 木造２階長屋建て 2LDK 25,500 ～ 50,100
木戸沢住宅（Ｂ棟） 1 ①② - H12 木造２階共同建て 2DK 19,500 ～ 38,400

畑野 野高屋住宅団地（１） 1 ② ○ H19 木造平屋長屋建て 3K 18,800 ～ 36,900
後稲葉住宅団地（Ｅ棟） 1 ③ ○ H13 木造２階共同建て 2DK 24,000【定額】

赤泊 真浦団地２ 1 ①③ - H9 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】
真浦団地２ 2 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 7 月 31 日㈮　午後５時
■入居予定	 8 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。 
	 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）	 １２

心配ごと相談日（7/15～8/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開設しています。
お住まいの地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。相談は無料で
予約は不要です。直接、相談日にお越しく
ださい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けていません。

相談を希望される方は、直接会場にお越しくだ
さい。

地区 相談日 時間 会場

両 津
7月23日㈭
8月  2日㈰
8月13日㈭

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

8月  7日㈮ 18:00～20:00

相 川
7月16日㈭
7月22日㈬ 9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ8月  3日㈪
8月10日㈪

新 穂 8月  5日㈬ 9:00～12:00 新穂行政サービスセンター
畑 野 7月27日㈪ 9:00～12:00 畑野農村環境改善センター
真 野 8月  6日㈭ 9:00～12:00 真野老人福祉センター寿楽荘
羽 茂 8月12日㈬ 13:30～16:30 羽茂農村環境改善センター
赤 泊 7月15日㈬ 13:30～16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ
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通
信
販
売
で
、
広
告
を
見
て
試
供
品
だ

と
思
っ
て
申
し
込
ん
だ
ら
、
定
期
的
に
商

品
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

　

新
聞
広
告
を
見
て
、
１
回
６
０
０
円
で

お
試
し
の
健
康
食
品
を
電
話
で
注
文
し
た

ら
、
数
日
後
代
引
き
で
届
き
、
代
金
を
支

払
い
受
け
取
っ
た
。
１
か
月
後
に
同
じ
商

品
が
届
い
た
が
、
請
求
書
も
な
か
っ
た
の

で
無
料
だ
と
思
い
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
さ

ら
に
１
か
月
後
、
６
千
円
の
振
込
用
紙
と

と
も
に
ま
た
健
康
食
品
が
送
ら
れ
て
き
た

た
め
、
業
者
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
期
日

ま
で
に
断
り
の
電
話
が
な
か
っ
た
の
で
、

定
期
購
入
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
言
わ
れ

た
。ア

ド
バ
イ
ス

　

通
信
販
売
を
利
用
す
る
場
合
は
、
商
品

の
特
徴
や
価
格
だ
け
で
な
く
、
購
入
や
返

品
の
条
件
、
送
ら
れ
て
き
た
商
品
に
同
封

さ
れ
た
書
類
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
１
８
８
番
の

案
内
開
始
に
つ
い
て

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
等
を
案
内
す
る

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が
、
７
月
１

日
か
ら
、
３
桁
の
電
話
番
号
「
１
８
８
」

（
嫌い
や

や
！
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
等
の
連
絡
先
を
ご
存
知
で
な
い

消
費
者
の
方
に
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
が
お

分
か
り
に
な
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、

直
接
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

お
か
け
く
だ
さ
い
。

覚
え
て
く
だ
さ
い 

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
１イ

８ヤ

８ヤ
（
嫌
や
！
泣
き
寝
入
り
）

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

「
試
供
品
」の
は
ず
が
定
期
購
入
に
？

― 

通
信
販
売
の
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

―

金
の
道
「相あ

い

川か
わ

街か
い

道ど
う

」
①

　

江
戸
時
代
に
、佐
渡
は
幕
府
が
直
轄
す
る

天
領（
幕
府
領
）に
な
り
ま
し
た
。

　

相
川
が
佐
渡
の
行
政
の
中
心
地
と
な
り
、

佐
渡
陣
屋（
佐
渡
奉
行
所
）が
拠
点
と
な
っ

て
佐
渡
の
隅
々
ま
で
管
轄
す
る
体
制
が
整

え
ら
れ
た
の
で
す
。こ
の
大
き
な
目
的
は
、皆

さ
ん
が
ご
存
知
の
通
り
、近
世（
安
土
桃
山

か
ら
江
戸
時
代
）初
頭
に
相
川
の
山
中
に

金
銀
山
が
開
発
さ
れ
、

そ
れ
を
管
理
す
る
こ

と
で
し
た
。

　

鉱
山
か
ら
産
出
さ

れ
た
上
納
金
銀（
御

用
金
）を
幕
府
に
送
る

道
。
佐
渡
支
配
の
役

人
達
が
江
戸
と
相
川
を
往
復
す
る
道
。幕
府

か
ら
の
御
用
状（
公
文
書
）を
運
ぶ
道
。さ
ら

に
は
、鉱
山
で
働
く
水
替
無
宿
人
を
運
ぶ
道
。

鉱
山
で
使
う
様
々
な
資
材
、物
資
を
運
ぶ
道
。

　

そ
し
て
、５
万
人
と
も
６
万
人
と
も
い
わ

れ
る
大
都
市
・
相
川
に
暮
ら
す
人
達
の
食
料
、

や
生
活
用
品
な
ど
を
運
ん
だ
道
。商
業
の
取

引
や
、遊
山（
観
光
）、学
問
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
を
持
っ
て
相
川
を
訪
れ
る
人
達
が

楽
し
み
な
が
ら
、あ
る
い
は
苦
し
み
な
が
ら

歩
い
た
道
。ま
さ
に
今
の
国
道
と
同
じ
使
命

と
価
値
を
も
っ
た
道
が
こ
こ
で
言
う「
相
川

街
道
」で
す
。

　

３
回
と
い
う
わ
ず
か
な
予
定
で
す
が
、近

世
か
ら
近
代
初
頭
ま
で
の
道
を
辿
り
な
が

ら
、佐
渡
の
産
業
、社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

相
川
街
道
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、江
戸
時

代
に
は「
街
道
」と
い
う
呼
び
方
は
出
て
き

ま
せ
ん
。そ
の
頃
の
言
い
方
は
、例
え
ば「
相

川
道
中
」「
相
川
往
還
」「
相
川
道
」と
い
う

言
い
方
を
し
て
い
ま
し
た
。明
治
政
府
が
発

行
し
た「
皇
国
地
誌
」と
い
う
報
告
書
に「
街

道
」と
い
う
言
い
方
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
道
で
も
呼
び
方
が
違
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。相
川
か
ら
小
木
へ
行
く
場
合
は
、

豊
田
ま
で
は
相
川
道
で
、そ
の
先
は
小
木
道

と
な
り
ま
す
。小
木
か
ら
相
川
へ
向
か
う
と

き
は
、ず
っ
と
相
川
道
で
す
。ま
た
、古
い
道

と
い
う
と
一
里
塚
を

思
い
出
す
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
佐
渡

で
の
一
里
塚
築
造
は

遅
か
っ
た
よ
う
で
、大

久
保
長
安
入
国
以
来

お
よ
そ
50
年
後
に
な

り
ま
す
。相
川
札
の
辻
を
基
点
に
し
て
小
木

道
中
で
は
九
里
八
町
の
間
に
９
か
所
作
ら

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形

を
残
し
て
い
る
の
は
、羽
茂
地
区
村
山
に
あ

り
ま
す
。ほ
か
に
は
崩
れ
て
は
い
る
が
形
が

残
っ
て
い
る
も
の
が
３
か
所
あ
る
の
み
で
、あ

と
は
消
滅
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

佐
渡
学
セ
ン
タ
ー（
佐
渡
博
物
館
内
）

　

☎
52
―
２
４
４
７

復原された佐渡奉行所

中山の一里塚
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■�

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

５
月
23
日
に
、
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備

基
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新
潟
市
の
原
沢

み
な
こ
様
か
ら
８
万
７
６
３
５
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の

野
生
復
帰
や
生
息
環
境
の
整
備
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■�

第
12
回
ト
キ
放
鳥

　

６
月
５
日
の
朝
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
順
化
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
放
鳥
口

を
開
放
し
て
12
回
目
と
な
る
ト
キ
の
放
鳥

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
、
オ
ス
15
羽
、

メ
ス
４
羽
の
合
計
19
羽
で
、
こ
の
日
の
12

時
ま
で
に
す
べ
て
の
ト
キ
が
飛
翔
し
、
放

鳥
が
終
了
し
ま
し
た
。

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ
は
、

普
段
ト
キ
が
見
ら
れ
な
い
場
所
で
行
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
生
下
で

誕
生
し
、
巣
立
ち
を
終
え
た
ひ
な
が
地
上

で
採
餌
す
る
な
ど
の
様
子
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

野
外
生
ま
れ
の
ト
キ
に
は
黄
色
の
ナ

ン
バ
ー
リ
ン
グ
を
着
け
て
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
際
に
は
ト
キ
交
流
会
館
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
９
８
０
―

５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報

が
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ト
キ
を
見
か
け
た
ら
次
の
点
に

注
意
し
、
や
さ
し
く
静
か
に
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

①
ト
キ
に
近
づ
か
な
い

②
車
内
か
ら
観
察
す
る

③
大
き
な
音
や
光
を
出
さ
な
い

※�

特
に
ね
ぐ
ら
や
巣
の
あ
る
林
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
ト
キ
観
察
ル
ー
ル
ガ
イ
ド
か
ら
抜
粋
）

◆�

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
） 

☎
24
―
６
０
４
０

夏
休
み
に
行
き
た
い
！
オ
ス
ス
メ
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
☆
～
新
穂
～

　

新
穂
か
ら
金
井
に
抜
け
る
、と
て
も
長

く
て
ま
っ
す
ぐ
な
農
道
が
あ
り
ま
す
。道
路

の
周
り
は
水
田
が
広
が
り
、ト
キ
も
飛
来

し
ま
す
。車
で
た
だ
走
る
だ
け
で
も
気
持
ち

が
良
い
で
す
が
、こ
の
田
ん
ぼ
の
下
に
は
新

穂
村
玉
作
遺
跡
群
と
い
う
多
く
の
遺
跡
が

眠
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

新
穂
村
玉
作
遺
跡
群
は
主
に
４
つ
の
遺

跡
か
ら
な
る
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま

で
の
集
落
遺
跡
で
、遺
跡
総
面
積
が
47
万

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
、国
内
最
大

規
模
の
玉
作
遺
跡
群
で
す
。佐
渡
で
産
出

す
る
赤
玉
や
青
玉
等
の
石
材
を
用
い
、管
玉

（
く
だ
た
ま
）な
ど
の
装
飾
品
を
製
造
し
て

い
た
弥
生
時
代
の
一
大
工
房
跡
が
、広
大
な

田
ん
ぼ
の
下
に
埋
も
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
田
ん
ぼ
の
ど
真
ん
中
に
遺
跡
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
弥
生
時
代
の
環
境
を

想
像
す
る
と
、答
え
が
見
え
て
き
ま
す
。約

６
千
年
か
ら
５
千
年
前
の
縄
文
時
代
に
は
、

現
在
よ
り
も
海
水
面
が
４
ｍ
か
ら
５
ｍ
高

か
っ
た
と
さ
れ
、現
在
の
田
面
よ
り
も
一
段

高
い
と
こ
ろ
に
遺
跡
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

海
面
が
現
在
の
高
さ
に
近
づ
い
た
の
は
弥

生
時
代（
約
２
千
年
前
）だ
と
さ
れ
、縄
文

時
代
に
は
海
で
あ
っ
た
場
所
に
遺
跡
が
広

が
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。新
穂
村
玉
作
遺
跡

群
が
形
成
さ
れ
た
頃
は
、遺
跡
の
近
く
に
湖

沼
や
湿
地
が
あ
り
、水
が
あ
っ
た
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。そ
の
証
拠
に
、遺
跡
群
の
ひ

と
つ
、蔵
王
遺
跡
か
ら
は
３
本
の
環
濠（
堀

の
こ
と
）と
見
ら
れ
る
溝
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、神
殿
と
考
え
ら
れ
る
建
物
跡
や
鏡
な

ど
の
祭
祀
的
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
が
、石
包
丁
や
管
玉
、矢
じ
り
な

ど
も
出
土
し
て
お
り
、人
々
が
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
が
広
が
る
風
景
も
、２
千
年
前

に
想
い
を
馳
せ
て
み
る
と
、ま
っ
た
く
違
う

風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。過
去
と
現
在
を

想
像（
妄
想
）し
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の

も
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
楽
し
み
方
の
ひ
と
つ
で

す
。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
128

約５千年前の国中平野
（標高６ｍの等高線を当時の海岸線として推定しています）
佐渡島の自然（地学編）─ジオパーク解説書─

図１

◆教育委員会社会教育課
　ジオパーク推進室（両津支所内）
　☎27―４１８５

巣立ちしたひな（写真提供：環境省）
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江
戸
時
代
、
西
三
川
砂
金
山
で
は
ど
の

く
ら
い
の
「
金か
な

児こ

」
が
稼
い
で
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

明
和
２
（
１
７
６
５
）
年
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
中
柄
山
で
は
２
か
所
、
20
人
と
７

人
の
稼
ぎ
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

中
立
山
で
７
人
、
成
由
山
と
鵜
峠
山
で
５

人
、
水
上
山
と
沢
山
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、

笹
渕
山
で
３
人
、
そ
し
て
杉
平
山
で
１
人

が
稼
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
で
稼
ぐ
金
児
衆
の
総

勢
は
44
人
で
す
が
、
当
時
の
笹
川

十
八
枚
村
の
記
録
に
あ
る
「
高
持

百
姓
四
十
二
軒
・
水
呑
百
姓
二
軒
」

と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
十
五
番
川
・
茶
屋
川

で
９
人
、
水
戸
尻
川
・
大
須
川
で

７
人
が
、
川
で
砂
金
稼
ぎ
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
「
札ふ
だ

穿ほ
り

」

と
い
わ
れ
、
金
山
役
か
ら
鑑
札
が

渡
さ
れ
、
望
み
の
川
で
勝
手
次
第

に
砂
金
流
し
を
行
っ
て
、
日
々
採

取
し
た
砂
金
を
買
い
上
げ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
か
ら

天
明
６
年
の
記
録
を
見
る
と
、
中

柄
山
近
辺
の
稼
ぎ
場
が
不
景
気
と

な
っ
た
た
め
、
４
人
余
り
の
人
足
が
十
五

番
川
で
札
穿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鵜
峠
山
も
不
景
気
で
休
山
と
な
り
、
３
人

が
川
々
を
稼
ぐ
札
穿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

砂
金
山
が
最
盛
期
を
過
ぎ
た
時
代
に
な

る
と
、
西
三
川
砂
金
山
か
ら
移
動
す
る
こ

と
な
く
、
川
で
細
々
と
砂
金
を
採
り
な
が

ら
、
開
発
が
進
ん
だ
耕
地
で
生
計
を
た
て

る
人
々
が
多
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

西
三
川
砂
金
山
⑽
　
― 

砂
金
稼
ぎ
の
人
々 

―

中柄山や虎丸山で稼ぐ金児が描かれている（西三川砂金山稼場所図）

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

世界遺産登録を目指す 
「佐渡金銀山」を見学しませんか？
　佐渡市民の皆さんが団体で、「金を中心とする佐渡鉱山の遺
産群」の構成資産や学習施設等へ出かけて、佐渡金銀山や世界
遺産について学習される場合の、ガイドおよびマイクロバスの
送迎サービスを開始します。
　佐渡金銀山を知り、その魅力に触れることができるよい機会
ですので、ぜひご利用ください。
対象団体	 集落・婦人会・ＰＴＡ等、市内の団体 
	 ※教育委員会の設定する社会教育団体を含みます。 
	 ※宗教、政治、営利を目的とした活動は対象としません。
定 員 数	 原則として 20 人以内
学習時間	 構成資産等の視察を含む、１時間以上の学習
利用可能回数	 同一年度内で１団体につき１回
学習施設等	� 史跡佐渡金山、佐渡奉行所、相川郷土博物館、佐渡

博物館、西三川ゴールドパーク等、学習ができる施
設

	 　　※�当該学習で、史跡佐渡金山（株式会社ゴールデン佐渡観光施
設）を利用する際は、割引料金で入場できます。

お申し込み・お問い合わせ
　市役所  世界遺産推進課　登録推進係
　☎６３－５１３６　ＦＡＸ６３－６１３０
※�市世界遺産推進課のホームページから、事業要綱および利用申込書をダウ

ンロードできます。（検索キーワード「佐渡金銀山を世界遺産に」）

毎月勤労統計調査 
特別調査が実施されます
　厚生労働省では、７月末現在で
常用労働者を１人から４人まで雇用
する事業所（農林漁業・一般公務
を除く）を対象に、賃金や労働時間、
労働者数の動向を調べる「毎月勤
労統計調査特別調査」を行います。
調査データは統計を作るためのみに
使用します。
　県知事が任命した統計調査員が
対象事業所を訪問しますので、ご回
答くださいますようお願いします。
調査期間　７月下旬から８月末日
調�査対象地域　住吉、城腰、原黒、

下新穂、上新穂、新穂瓜生屋、 
新穂青木、新穂北方、羽吉、梅津

お問い合わせ�
　新潟県総務管理部統計課 
　生活統計班 
　☎０２５―２８５―５５１１ 
　　　　　　　　（内線２４５６）
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さ
わ
や
か
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

                  

大
会
（
小
木
地
区
）

　

５
月
22
日
㈮
、小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、小
木
地
区
の
婦
人
を
対

象
に
し
た「
さ
わ
や
か
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
９
人
制
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
し
た
が
、参
加
チ
ー
ム
が
減
少
し

た
た
め
、「
よ
り
参
加
し
や
す
く
、親
し
み

や
す
い
大
会
」を
目
指
し
、今
年
度
か
ら
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
種
目
を
変
更
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
６
分
団
の
中
か
ら
３
分
団
が
参
加
し
、

初
心
者
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
ま
で
、

皆
が
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
、と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
当
た
り
の
試
合
進
行
だ
っ
た
の
で
、地

区
間
の
親
睦
も
深
ま
っ
た
様
子
で
、参
加
者

は
少
な
い
な
が
ら
も
大
変
楽
し
く
、有
意

義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
結
果

　

１
位　

第
５
分
団

　

２
位　

第
２
分
団

　

３
位　

第
６
分
団

参
加
者
募
集
!! 

ト
リ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
畑
野
地
区
）

　

ト
リ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
、ゴ
ル
フ
の

楽
し
さ
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
手
軽
さ

を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

　

特
徴
は
、単
純

明
快
な
ル
ー
ル
と

競
技
を
通
し
て
参
加
す
る
人
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

畑
野
ト
リ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
で
は
、毎

週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
畑

野
熊
野
神
社
境
内
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
用
具
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
時　
毎
週
火
曜
日
・
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

練
習
場
所　
畑
野
熊
野
神
社
境
内

お
問
い
合
わ
せ

　

畑
野
地
区
公
民
館
☎
66
―
３
８
８
９

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

■資料紹介
「唄めぐり」
　石田 千 著　新潮社

　なぜ民謡は人を元気にする
のだろう…。佐渡おけさ、会津
磐梯山、河内音頭など全国の
唄い手を訪ね歩き、根底に流
れる情念をすくった滋味豊かな紀行。「芸術新
潮」連載に書き下ろしを加えて単行本化。

「日本の鉱山を巡る―人と近代化遺産―」
上巻 　    園部 利彦 著　弦書房

　鉱山はどのようにして発掘さ
れ近代化に貢献してきたのか。
日本各地の鉱山の歴史、近代
化遺産に関連付け、人物史とと
もに紹介。上巻は、釜石、足尾、
佐渡、甲斐、石見など11か所の
鉱山を収録。

今年の夏も中央図書館で 
「図書館ボランティア」が始動します

　佐渡地区更正保護女性会の皆さまが、夏休み中の子ども
たちの健全育成のため、見回りのボランティアをします。
　利用者の皆さま、ご協力をお願いします。
期間　７月28日㈫～８月下旬　週３回（火・木・土曜日）
時間　午後１時30分～３時30分
場所　中央図書館内

熱中症対策に 
公共施設の図書館を利用しましょう！

　熱中症対策、省エネ対策のひとつに、涼しい環境の公共
施設を利用しませんか？
　図書館・図書室は、最適な場所です。どなたでも、自由に
無料で利用することができます。

夏休みおはなし会
　音楽つきのおはなし会です。
日時　７月26日㈰　午前10時～11時
場所　中央図書館　２階　講座室
特典　小学生以上の来場者に「温泉割引券」プレゼント！
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首都圏情報コーナー

活発化する佐渡金銀山世界遺産登録支援活動!!
　首都圏在住の佐渡市出身者、約7,500人
が登録している「首都圏佐渡連合会」では、
平成26年９月に「佐渡を世界遺産にする首
都圏の会」を立上げ、首都圏を主体とした活
動を行っています。本年に入り、４月５日㈰
にスクワール麹町で開催された「第８回首
都圏新穂会総会・懇親会」に始まり、４月19
日㈰に東京信濃町ジョン万次郎信濃町店で
開催された「第53回東京両津の会総会・懇
親会」では、「東京湊木遣り愛好会」の方々による“佐渡金銀
山世界遺産登録”支援木遣りが披露され、参加者一同から賛
同の“意”が表明されました。５月10日㈰に「第37回首都圏佐
渡金井会総会・懇親会」が同店で開催され、“佐渡金銀山世
界遺産登録”に向けた積極的な支援活動が展開されました。
　また、５月23日㈯に同店で開催された「第33回関東畑野
会総会・懇親会」では、“佐渡大黒天”による“佐渡金銀山世界
遺産登録”のご加護があり、参加者一同そのご利益に祈願
するところ大でありました。５月24日㈰に同店で開催された

「第26回首都圏佐和田会総会・懇親会」においては、「佐渡
を世界遺産にする首都圏の会」理事の方々が大いに活躍さ
れました。
　５月31日㈰にすみだリバーサイドホールで開催された「第
62回東京相川会大会 東京の相川まつり」は、“佐渡金銀山
世界遺産登録”一色の大会となり、「佐渡を世界遺産にする
会」会長に就任された近藤基彦様の音頭により、出席者一同
で「佐渡を世界遺産にするぞ!!」とシュプレヒコールをあげま
した。首都圏における初めての国際会議「佐渡金銀山の世界
遺産に向けた国際シンポジウム」が、本年10月18日㈰に東
京都千代田区イイノホールで計画されており、多くの方々の
出席が期待されます。（文責：佐渡市東京事務所 榎谷端夫）

佐渡を世界遺産に
と声を上げる近藤
新会長

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、贈
与
、相
続
、担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、訴
訟
、自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、保
証
人
、隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、離
婚
、内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付

遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
51
―
４
０
７
７（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・
固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　当市にご寄付をいただきお礼申し上げます。

○物品
  オブジェ「シュプリンゲン」

作者 宮田 亮平 様 
　相川支所・相川消防署新庁舎の完成記念として

株式会社近藤組  代表取締役	 近藤 光雄 様
株式会社新日興業  代表取締役	金子 正勝 様
新潟企業株式会社  代表取締役	北村 正樹 様

  絵画「Hello, Again」
世界遺産登録にむけ大間港のＰＲのため 
今城　俊雄　様（相川下山之神町）

  １枚板テーブル：１脚、椅子：１脚、座卓：１脚
第40回佐渡高等職業訓練校修了の記念作品として 
佐渡高等職業訓練校校長 下野 光雄 様

○不動産
土地　下相川1164番ほか10筆　316,832㎡ 
　相川金銀山跡の国史跡佐渡金銀山遺跡指定のため 
　下相川自治会会長 山本 久美子 様
土地　下相川1236番　127,118㎡ 
　相川金銀山跡の国史跡佐渡金銀山遺跡指定のため 
　故　播磨 チヨノ 様（下相川）

○寄付金
22万円 
　一般寄付 
　軍恩国仲連合支部 故 土屋 金藏 様 
　　　　　　　　　　　　（水渡田）
１万円 
　待鶴荘の入所者のため 
　真宗大谷派三条教区佐渡組 
　　　　　組長 松本 雅裕 様

寄付のお礼
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 5/15～ 6/15届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 立間 山　本　育　夫 82 5.15
　〃 羽吉 市　橋　ト　ヨ 80 5.16
　〃 春日 難　波　ツ　マ　 91 5.16
　〃 梅津 松　田　三　子 75 5.16
　〃 水津 惣　賀　五　郎 78 5.17
　〃 真木 本　田　　　強 79 5.18
　〃 椎泊 佐　藤　キ　サ 88 5.20
　〃 潟端 池　野　英次郎 90 5.23
　〃 浦川 大　湊　ウメノ 91 5.24
　〃 両津夷 中　田　カ　ン 96 5.26
　〃 岩首 平　間　キ　ク 95 5.26
　〃 両津夷 神子島　輝　子 74 5.31
　〃 住吉 石　川　輝　一 72 6.  2
　〃 住吉 竹　内　貴　佐 80 6.  6
　〃 両津夷 澁　谷　キ　ヨ 68 6.  8
　〃 加茂歌代 坂　下　チ　ヨ 97 6.12
　〃 両津夷 佐　藤　文　子 79 6.14
相　川 下相川 播　磨　チヨノ 89 5.20
　〃 北田野浦 大　林　音　次 91 5.21
　〃 二見 本　間　利　保 90 6.  4
　〃 稲鯨 岩　﨑　ヨシエ 88 6.  9
　〃 戸地 和　田　アヤ子 96 6.15
佐和田 窪田 菊　地　ハ　ナ 97 5.16
　〃 下長木 渡　邉　サトミ 90 5.18
　〃 二宮 輪　倉　ヨ　シ 89 5.20
　〃 河原田本町 山　本　　　猛 65 6.  2
　〃 沢根五十里 本　間　一　彰 32 6.  4
　〃 二宮 丸　山　　久治 87 6.14
金　井 金井新保 兒　玉　ツ　ル 97 5.15
　〃 千種 内　田　千枝子 87 5.17
　〃 泉 髙　橋　勝　次 92 5.17
　〃 金井新保 北　村　圭　子 60 5.26
　〃 中興 沢　井　カツヱ 105 5.26
　〃 貝塚 柳　屋　　久雄 83 5.29
　〃 泉 佐々木　チ　ヨ 96 5.30
　〃 中興 石　塚　綾　子 86 6.  1

金　井 泉 土　屋　ヤス子 74 6.  6
　〃 平清水 本　間　照　代 68 6.11
　〃 三瀬川 修　理　しをり 52 6.12
新　穂 新穂大野 杉　山　スイノ 98 5.18
　〃 下新穂 本　間　早　苗 82 5.25
　〃 新穂大野 中　川　八千代 98 5.30
　〃 新穂皆川 渡　部　　　巴 90 6.12
畑　野 丸山 計　良　公　子 68 5.24
　〃 小倉 中　村　千鶴子 100 5.25
　〃 宮川 笠　井　マ　サ 92 5.29
　〃 畑野 INOMATA　MARELIE　PELIAS 45 6.  5
真　野 大小 中　嶋　吉　夫 73 5.16
　〃 豊田 吉　田　千代子 93 5.16
　〃 真野 後　藤　キミエ 79 5.21
　〃 西三川 臼　杵　　　隆 77 5.25
　〃 真野新町 中　川　賢　治 76 6.  4
　〃 豊田 石　塚　イ　ネ 86 6.  5
　〃 吉岡 若　林　洋　一 90 6.10
小　木 小木木野浦 金　子　忠　一 88 5.16
　〃 小木町 金　子　　　勇 66 5.31
　〃 小木木野浦 亀　屋　信　男 70 6.10
　〃 深浦　 春　日　清　一 93 6.12
羽　茂 羽茂飯岡 越　前　千加志 83 5.16
　〃 羽茂三瀬 尾　堀　利　雄 67 5.28
　〃 羽茂大石 金　子　マサ子 84 6.  4
　〃 羽茂大橋 山　口　澄　江 80 6.  4
　〃 羽茂本郷 風　間　勝　次 71 6.12
　〃 羽茂本郷 瀬　川　洋　子 75 6.13
　〃 羽茂大橋 田　中　文　雄 86 6.14
　〃 羽茂三瀬 中　川　貴　博　 40 6.14
赤　泊 下川茂 安　藤　長四郎 86 5.18
　〃 徳和 安　藤　トミヨ 77 5.18
　〃 上川茂 風　間　シ　ゲ 94 5.23
　〃 三川 松　澤　マツノ 96 5.25
　〃 三川 上　�　ア　サ 94 6.  3
　〃 莚場 長谷川　誠　一 88 6.10

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 椎泊 須　藤　祐　也 信宏 5.  4
　〃 梅津 澁　屋　芽衣桜 博之 5.  6
　〃 秋津 黒　田　悠　河 剛 5.20
　〃 加茂歌代 野　口　晃　佑 宏明 5.23
　〃 野浦 山　口　珠　奈 寛之 5.26
　〃 両津湊 今　井　　　絢 義一 5.29
相　川 相川栄町 北　見　　　雫 峰和 5.18
　〃 北狄 齋　藤　美　和　 貴士 5.27
　〃 相川羽田町 本　間　将　次 弘 5.29
佐和田 上矢馳 石　塚　心　渚 吏 5.  9
　〃 河原田本町 髙　野　緋　菜 司 5.11
　〃 八幡 本　間　伊　織 順一 5.12

佐和田 石田 岩　﨑　優　愛 栄二 5.21
金　井 千種 木　下　悠　菜 浩一郎 5.14
　〃 中興 本　間　柚希奈 勇人 5.22
　〃 千種 川　原　琥　珀 功也 6.  4
新　穂 新穂瓜生屋 土　屋　福　将 稔之 5.  8
　〃 新穂瓜生屋 古　川　蓮　桜 翔平 5.20
畑　野 畑野 池　田　真莉奈 真一 5.14
　〃 寺田 本　間　　　玲 直人 5.15
　〃 畑野 藤　澤　歩　真 克成 5.17
　〃 栗野江 中　森　沙　南 一良 6.  3
真　野 吉岡 須　田　悠　仁 憲太 5.12
　〃 長石 山　田　雄　仁 康雄 6.  1
小　木 小木町 本　間　新　大 允士 5.  8

（ゆうや）

（めいさ）

（ゆうが）

（こうすけ）

（じゅな）

（あや）

（しずく）

（みわ）  

（まさつぐ）

（ここな）

（ひな）

（いおり）

（ゆうあ）

（ゆうな）

（ゆきな）

（こはく）

（ふくまさ）

（れおと）

（まりな）

（れい）

（あゆま）

（さな）

（ひさひと）

（ゆうじん）

（あらた）



平成27年度佐渡市学校給食 
地場産物活用「統一メニュー」について

　市内の学校給食では、地場産物を使った「統一
メニュー」を年間６回実施します。
　これは、佐渡の地場産物や特産品を学校給食に
使用することで、佐渡市地産地消推進計画や国の
第２次食育推進基本計画の目標値を推進し、地場
産物の使用量や使用食材の拡大を目指す取り組
みです。

佐渡市統一レシピ紹介

揚げ大豆とアスパラのサラダ
〈作り方〉
①�大豆は水でもどす。水気を切り、かたく

り粉をまぶし、油でカリカリに揚げる。
②�アスパラガス、きゅうり、にんじんはさい

の目切りにし、それぞれ茹でて冷ます。
③コーンは茹でて冷ます。
④�調味料を混ぜて、①②③と和える。
　最後にごま油を加える。

相川支所・相川消防署の竣工式が行われました

材料（１人分）
大豆：10g
かたくり粉：3g
揚げ油：2g
アスパラガス：20g
きゅうり：20g
にんじん5g
コーン：10g
穀物酢：2g
上白糖：1.2g
しょうゆ：2g
食塩：0.1g
ごま油：1g

使用する
佐渡産食材

アスパラガス きゅうり 大豆

　５月28日、佐渡市役所相川支所・佐渡市相川消防署の竣
工式が行われました。式には56人の関係者が参加し、東京藝
術大学学長の宮田亮平氏・相川在住の画家、今城俊雄氏の
寄贈美術作品が披露され、設計・施工を担当した企業の方々
と寄贈の皆様に感謝状が贈呈されました。
　新庁舎の特徴は、行政と消防機能が併設され、災害時には
迅速な協力体制がとれる防災拠点となることです。万一の災
害に備えて、３階には自家発電機や災害対策室を配備しまし
た。津波対策としてピロティ方式を採用し、２階は海抜約10
ｍ、３階は約13ｍまでの津波を回避することができます。
　また、世界遺産登録を目指す佐渡金山周辺の歴史的遺構
等の散策も楽しんでいただくため、バスロータリーや観光案
内所を併設するなど、佐渡観光の周遊、情報発信機能も兼ね
備えています。
　新庁舎を拠点に、安心・安全で、賑わいのある地域づくりに
取り組み、日本一お客様に愛され、選んでもらえる島を目指し
てまいります。

寄贈の皆様（左から、今城俊雄様、新潟企業株式会社様、
甲斐市長、株式会社新日興業様、株式会社近藤組様）

「シュプリンゲン」宮田 亮平 作

「Hello,again」
今城 俊雄 作

（写真：内海府小・中学校）
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 16

アスパラガスについて
　アスパラガスは、５月から７月が旬の野
菜です。ビタミンＡ・Ｃのほかに、アスパラ
ギン酸をたくさん含んでいます。アスパラギ
ン酸は、アスパラガスから発見された栄養
成分で、免疫力アップや疲労回復など多く
の効果があります。
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市の面積　855.34㎢（平成25年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成24年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ �市役所地域振興課（情報政策係） �
　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者 ㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　私たちが、1988年にアース・セレブレーション（ＥＣ）を始めて、今年
で28回目を迎えます。佐渡という離島において、国際的な交流が草の
根レベルで行われるユニークな芸術祭として、国際交流基金地域交
流振興賞、地域活性化センターふるさとイベント大賞、ティファニー財
団伝統文化大賞などの受賞をはじめ、野外フェスティバルの先駆けと
してさまざまな評価をいただいてきました。また、29か国にもおよぶ海
外からのゲストとの共演を通じて生まれた楽曲や演奏方法も多数あり
ます。そして、この祝祭を目指して海を渡って沢山の方々に、佐渡の文
化や風土に触れていただきました。
　ＥＣも2017年には30回を迎えます。一つのビジネスモデルの寿命
が30年と言われるように、世界情勢、地球環境の変化、地方の過疎
化など、私たちを取り巻く社会は、ＥＣを始めた頃とは大きく様変わりし

ています。当然、私たちがＥＣを通して世の中に表現していきたいこと、
その方法も、変わって行く必要があると感じています。
　そこで、城山コンサートを中心としたＥＣのモデルは今年で一つの
区切りとし、2016年には城山コンサートは行わず、鼓童が佐渡の方々
と一体になり、より地元に根ざし、お客様に佐渡を楽しんでいただける
企画にトライする １年にしたいと考えています。その意味で、今年のＥ
Ｃは、これまでの一つの集大成と考え、レナード衛藤、スアール・アグン
など、城山コンサートを彩ったゲストをお迎えしておおくりします。沢山
の皆さんのご来場をお待ちしています。

アース・セレブレーション総進行　菅野敦司
（公益財団法人 鼓童文化財団 専務理事）

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成し、ご連絡先が必要です。詳しくは、市役所
総合政策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。

 アース・セレブレーション2015  チケット・各種イベント申込受付

★プレイベント「佐渡薪能公演」　８月20日㈭
狂言「口真似」　シテ　小笠原弘晃、アド　小笠原匡、
　　　　　　　小アド　山本豪一
能「杜若　恋之舞」　シテ　津村禮次郎、ワキ　高橋正光
創作ダンス「朱鷺」　津村禮次郎、酒井はな、小㞍健太
会場　相川春日神社能舞台　開場　午後６時30分
開演　午後７時　終演　午後９時
料金　大人3,000円（当日300円増）
　　　小中高生1,500円（当日200円増）

★城山コンサート
８月21日㈮「鼓童ナイト」　出演：太鼓芸能集団  鼓童
８月22日㈯「蜜月」
　出演：スアール・アグン、レナード衛藤with鼓童
８月23日㈰「祝祭」
　出演：鼓童、レナード衛藤、スアール・アグン
会場　城山公園特設ステージ　開場　午後５時15分
開演　午後６時30分　終演　午後８時30分
料金　１日券5,200円（当日300円増）
　　　セット券、学生券等、各種割引あり
　　　小・中学生無料（要「子ども招待券」）

★期間限定【７月31日㈮まで】島民割引のお知らせ
　佐渡市在住の皆さまに限り、城山コンサート１日券（一般の
み）を７月31日㈮までにご購入いただくと、通常価格より500円
割引となります。市役所観光振興課（☎６３－５１１６）、両津
支所、相川支所、羽茂支所、小木行政サービスセンターでお取り
扱いしています。ぜひご利用ください。

★ＥＣシアター
８月22日㈯「ふじもとみ打2015」午前10時30分開演
　出演：藤本吉利（鼓童）、富田和明
８月23日㈰「ゆきあひ～清姫」午後２時開演
　出演：小島千絵子（踊り、太鼓）、木村俊介（笛、三味線）、ほか
会場　あゆす会館
料金　3,500円（当日300円増）未就学児入場不可

★ワークショップ＆セミナー
　子どもたちからお年寄りの方までお楽しみいただける太鼓、唄、踊
りを体験できるワークショップや、城山コンサートのゲストであるス
アール・アグンのスウェントラ氏らによるバリの芸能についてのセミ
ナーなどを開催します。

★佐渡体験プログラム
　佐渡の美しい自然や独自の歴史・文化を満喫していただく13のプ
ログラムを用意しました。島外の方はもちろん、島内の方のご参加も
お待ちしています。詳細は公式サイトをご覧ください。

ふじもとみ打（写真：青柳健二） ゆきあひ（写真：宮川舞子）

主催・お問い合わせ　アース・セレブレーション実行委員会　☎０２５９－８１－４１００　http://www.kodo.or.jp/ec


